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元気！勇気！感動！ごうつ

江津の “今”と “未来”を伝える広報紙

初
春
の
青
空
に
安
全
を
誓
う

（
江
津
市
消
防
出
初
式
・
16
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

今、中心市街地を考える特集



二
十
歳
の
決
意

二
十
歳
の
笑
顔

～  

江
津
市
成
人
式
（
１
月
２
日
）
～

１

２ ３

４

　江津市成人式が１月２日、総合市民センターでありました。参加した新成人
は、平成５年（1993 年）～６年（1994 年）に生まれた 215 人。大人としての自
覚と決意を新たにしました。
　友人たちと久しぶりの再会を果たすと、参加者は笑顔に。会場ではあちらこ
ちらで記念撮影があり、節目となる日の喜びを分かち合っていました。

新成人代表として答辞を述べた
山本周平さん（桜江町）

１．今年の成人式は司会も新成人。堀あかねさん（左・
和木町）と川由真大さん（右・渡津町）が務めました。
２．３．４．成人式は大人としての自覚を新たにする場。表
情も引き締まる。５．６．７．８．９．成人式は一生に一度だ
け。晴れの日に友人たちと再会すると、笑顔の花が満開に
なりました。記念撮影もあり、会場は華やかなムードに包
まれました。

５６

７

８ ９

～
新
成
人
代
表
の
答
辞
か
ら
～

　

昨
年
８
月
24
日
未
明
に
市
内
を
襲
っ
た
集
中
豪
雨

の
際
、実
家
に
帰
省
し
て
い
た
私
は
家
族
と
共
に
暗
闇

の
中
を
避
難
し
ま
し
た
。
川
の
よ
う
に
な
っ
た
街
の

通
り
に
ボ
ー
ト
を
出
し
て
、一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り

の
救
出
に
向
か
わ
れ
る
消
防
団
や
地
域
の
方
た
ち
、私

は
十
代
最
後
の
日
に
、互
い
に
助
け
合
う
地
域
の
皆
さ

ん
の
姿
を
目
に
焼
き
付
け
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
こ
の
度
の
豪
雨
被
害
に
遭
わ
れ
た
す
べ
て
の

皆
様
に
謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
江
津
高
校
を
卒
業
し
、現
在
は
神
戸
市
内
の
大

学
で
目
標
の
実
現
へ
向
け
て
勉
強
に
励
ん
で
お
り
、卒

業
後
は
島
根
県
内
で
の
就
職
を
考
え
て
い
ま
す
。
都

会
に
い
て
も
思
い
出
さ
れ
る
の
は
「
ふ
る
さ
と
江
津
」

で
す
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
神
楽
が
好
き
で
、地
元
の
社
中

や
高
校
で
舞
っ
て
き
た
私
は
、次
の
世
代
に
伝
え
て
い

く
こ
と
に
強
い
使
命
感
を
持
っ
て
い
ま
す
。
先
人
か

ら
受
け
継
い
だ
地
域
の
営
み
や
伝
承
文
化
が
、そ
し
て

「
ふ
る
さ
と
」が
廃
れ
な
い
よ
う
に
、ど
う
す
れ
ば
よ
い

の
か
、し
っ
か
り
と
考
え
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　　

今
日
、私
た
ち
新
成
人
は
、責
任
の
あ
る
一
人
の
大

人
と
し
て
、新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。
さ
ま
ざ

ま
な
困
難
が
待
ち
受
け
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、こ
れ

ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
達
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
夢
に
向
か
っ
て
精
一
杯
努

力
し
、自
分
の
人
生
に
誇
り
が
持
て
る
よ
う
な
生
き
方

を
目
指
し
て
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

平
成
二
十
六
年
一
月
二
日

　
　
　
　
　

新
成
人
代
表　

山
本
周
平
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２ 二十歳の決意、二十歳の笑顔
　　～江津市成人式～

４
特集

 今、中心市街地を
 考える
　　

８ 所得の申告相談が始まります

11 人権啓発作品展・社会を明るくする
運動標語　入選作品

12 健康＆すくすく

13 言葉の「くすり」

14 ごうつカレンダー
（抜き取ってご使用ください）

16 広報担当のカメラから

18

市政のお知らせ
　災害義援金
　市税の延滞金
　自衛官募集
　不妊治療費の助成
　　

20

情報ポケット
　お知らせ
　制度・相談
　募集
　催し
　くらしの広場

25 プレゼント付き読者アンケート

26 小夏の日本イロハ感想記

年金だより

27 図書館においでよ

28 蔵出し写真館

２月号

江
津
駅
前
拠
点
施
設
の
デ
ザ
イ
ン
案
、

決
ま
る

　

江
津
駅
前
に
整
備
予
定
の
公
共
公
益
複
合
施
設
の
デ
ザ
イ
ン
案
が
12

月
に
決
ま
り
ま
し
た
。「
交
流
」「
福
祉
」「
子
育
て
」の
３
機
能
が
収
ま

る
建
物
は
、江
津
市
の
特
産
で
あ
る
石
州
瓦
の
大
屋
根
が
シ
ン
ボ
ル
と

な
っ
て
お
り
、平
成
28
年
の
供
用
開
始
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

公
共
公
益
複
合
施
設
は
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
、総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、多
目
的
ホ
ー
ル
（
収
納
客
席
２
０
０
程
度
）、各

種
団
体
が
利
用
で
き
る
会
議
研
修
室
や
フ
ー
ド
ス
タ
ジ
オ
、市
民
の
文

化
芸
術
の
展
示
の
場
に
も
な
る
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
整
備
す
る
ほ

か
、観
光
案
内
所
も
設
置
し
ま
す
。

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
社
会
福
祉
協
議
会
が
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー
内

か
ら
移
転
す
る
ほ
か
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
た
め
の
活
動
室
や
障
害
者
相

談
支
援
室
、就
業
相
談
支
援
室
な
ど
を
設
置
し
ま
す
。
子
育
て
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
は
現
在
の
嘉
久
志
町
か
ら
移
転
し
ま
す
。
大
屋
根
の
下

は
、雨
天
時
で
も
利
用
可
能
な
交
流
広
場
と
な
り
、石
見
神
楽
の
公
演
も

可
能
と
な
る
予
定
で
す
。

　

デ
ザ
イ
ン
案
は
公
募
に
よ
る
も
の
で
、10
事
業
者
の
提
案
の
中
か
ら
、

有
識
者
ら
で
つ
く
る
選
定
委
員
会
が
建
物
の
創
造
性
や
地
域
性
、コ
ス

ト
な
ど
を
評
価
し
、決
定
し
ま
し
た
。

公共公益複合施設の概要

今
、

中
心
市
街
地
を
考
え
る

特
集

◎敷地面積　　約6,600㎡
◎延べ床面積　　約2,800㎡
◎機能
　①市民交流センター
　　・フリースペース
　　・観光案内所
　　・フードスタジオ
　　・会議研修室（２室）
　　・多目的ホール
　②総合福祉センター
　　・社会福祉協議会
　　・ボランティア活動室
　　・障害者相談支援室
　　・就業相談支援室
　③子育てサポートセンター
◎スケジュール
　（着工）平成26年10月予定
　（供用開始）平成28年４月予定

　江津の交通の要衝にして玄関口である江津駅。長年の

課題だった駅前整備が、いよいよ動き出そうとしていま

す。

　町の姿が変わろうとする一大プロジェクトです。江津

駅前をはじめとした中心市街地の整備をどのように進め

ていったらいいのか。この機会に、みんなで考えてみま

せんか。
※関連記事「ゴウツエキマエシンブン」
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み
ん
な
中
心
市
街
地
の
江
津
駅
前
に

集
ま
っ
た

　

大
正
９
年
（
１
９
２
０
年
）、国
鉄
（
現

在
の
Ｊ
Ｒ
）山
陰
本
線
が
浅
利
～
都
野
津
間

ま
で
延
伸
し
、石
見
江
津
駅
（
現
・
江
津

駅
）が
開
業
し
ま
し
た
。
駅
が
設
置
さ
れ
た

の
は
、役
場
の
あ
っ
た
本
町
地
区
か
ら
離
れ

た
、海
岸
砂
丘
地
帯
。
数
軒
の
漁
家
が
点
在

す
る
に
過
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、駅
の
開
業

を
き
っ
か
け
に
金
融
機
関
や
商
社
な
ど
が

進
出
し
、新
市
街
を
形
成
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
昭
和
に
な
る
と
工
場
の
進
出
に

よ
り
人
の
流
れ
は
い
っ
そ
う
増
え
、駅
前

に
は
商
店
街
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
商
店

街
に
は
各
種
の
商
店
の
ほ
か
映
画
館
や
レ

ス
ト
ラ
ン
な
ど
が
建
ち
、買
い
物
を
す
る
人

た
ち
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。「
都
会
に

行
く
よ
う
な
気
分
で
し
た
。
渡
津
か
ら
お

気
に
入
り
の
服
を
着
て
出
か
け
て
ま
し
た

よ
」。
野
原
三
枝
子
さ
ん
は
、昭
和
30
年
代

の
に
ぎ
わ
い
を
思
い
出
し
ま
す
。
交
通
の

主
役
が
鉄
道
や
バ
ス
だ
っ
た
時
代
、み
ん
な

が
江
津
駅
前
に
集
ま
り
ま
し
た
。

時
代
の
転
換
、自
動
車
の
普
及

　

高
度
成
長
期
、江
津
の
ま
ち
の
形
を
変
え

る
大
事
業
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
国
道
９

号
の
改
良
で
す
。
海
岸
沿
い
を
走
る
２
車

線
の
道
路
は
自
動
車
の
通
行
を
容
易
に
し
、

マ
イ
カ
ー
の
普
及
と
と
も
に
、昭
和
50
年
以

降
に
は
畑
地
だ
っ
た
９
号
沿
い
に
は
住
宅

や
店
舗
が
立
ち
並
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、江
津
駅
前
は
次
第
に
か
つ
て
の
に

ぎ
わ
い
を
失
っ
て
い
き
ま
し
た
。
平
成
10

年
に
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
デ
パ
ー
ト
も
閉
店

し
ま
し
た
。

高
齢
化
が
進
む
社
会
だ
か
ら
こ
そ

高
ま
る
中
心
市
街
地
整
備
の
必
要
性

　

高
齢
化
と
人
口
減
少
が
進
む
江
津
市
に

と
っ
て
、公
共
交
通
の
中
心
で
あ
る
江
津
駅

前
は
、高
齢
者
な
ど
交
通
弱
者
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
場
所
で
す
。

　

下
の
グ
ラ
フ
で
も
分
か
る
よ
う
に
、人
口

減
少
が
見
込
ま
れ
る
一
方
で
、65
歳
以
上
の

占
め
る
割
合
は
平
成
37
年
に
は
４
割
を
超

え
る
見
込
み
で
す
。
運
転
が
で
き
な
く
な

り
、自
ら
の
移
動
手
段
を
持
た
な
い
高
齢
者

に
と
っ
て
便
利
な
町
と
は
、公
共
交
通
で
の

移
動
が
可
能
で
、公
共
施
設
や
店
舗
が
集
中

し
た
と
こ
ろ
。
江
津
駅
前
な
ど
中
心
市
街

地
の
整
備
に
よ
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ

く
り
が
必
要
な
の
で
す
。

駅前地区ゾーン
シビックセンター

ゾーン

商業集積ゾーン

な
ぜ
中
心
市
街
地
の
整
備
が
求
め
ら
れ
る
の
か
？

高まり続ける高齢化率

　人口減少が止まらない一
方で、65 歳以上の高齢者が
占める割合は右肩上がりの
状態です。６年後に 39.7%、
11 年後には 41.9% にまで上
昇する見込みです。年を重
ねても安心して便利に暮ら
すことができるまちづくり
が求められています。

基本理念は「さんかくタウン」
～中心市街地活性化ビジョン～

活性化ビジョンで設定した中心市街地
（太線で囲まれた部分）

（写真右）買い物客や学生らでにぎわうあけぼの通
り。左側の建物は映画館（昭和36年）
（写真下）国道９号の改良とマイカーの普及で町も
変化

　江津市は昨年６月、「中心市街地活性化ビジョン」を策定しました。対象

区域は江津駅前、シビックセンターゾーン、グリーンモール周辺など（上

の地図で太線に囲まれたところ）で、面積は約102haです。

　このビジョンでは、市民交流施設や公共交通の拠点となる「駅前地区ゾ

ーン」、医療・福祉施設や文化施設などが集まる「シビックセンターゾー

ン」、グリーンモールなどが集まる「商業集積ゾーン」という３つのゾーン

を設定。各ゾーンをつなげ、一体化させることで市民生活の利便性が高い

中心市街地を、今後10年間で目指します。

　様々な市民活動により人が集まり交流す

る場となる、だれもが住みたい、行きたいと

思えるまちづくりを推進します。３つの核

「三核」と市民がまちづくりに「参画」して

ほしいという意味を込め、基本理念は「さ

んかくタウン」になりました。

　今後、このビジョンを基本に「中心市街

地活性化基本計画」を策定し、国などの補助

を受けながら事業を進めていきます。 江津市都市計画課長
久利　治

キーワード
コンパクトシティー

中心市街地に都市機能を集めて徒歩や公共
交通機関だけで暮らせるようにする都市計
画のこと。高齢者が病院や福祉施設に通っ
たり、買物に出かけやすくなるほか、自治体
もインフラ整備の費用を節約できるなどの
利点がある。

中心市街地のまちづくりを
行う団体を募集します

　江津市では、中心市街地活性化ビジョンに基
づき、5 カ年の中心市街地活性化基本計画づ
くりに取り組んでいます。この基本計画づく
りにあたっては、まちづくりに取り組む団体な
どを構成員とする民間組織「中心市街地活性
化協議会」の意見を聴くこととなっています。
　この協議会の必須構成員である「中心市街
地整備推進機構」として、市長の指定を受けよ
うとする団体を、以下のとおり募集します。
※中心市街地整備推進機構とは、中心市街地
で、地域ニーズを踏まえたハード整備やソフト
事業（ビジネス創出、人材育成など）を行うこ
とにより、都市機能の増進を推進する組織。
◎申請資格
　まちづくりを活動目的に掲げ、江津市で活動
する団体のうち、中心市街地の活性化に関する
法律第 52 条に規定する業務を行おうとする
公益法人または特定非営利活動法人であるこ
と。
◎申請締切　2 月 28 日（金）
◎申請方法　詳しくはお問い合わせください。
■問商工観光課商工振興係（内線 1453）
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申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

①
平
成
25
年
中
の
事
業
所
得
、
不
動

産
所
得
な
ど
の
所
得
金
額
の
合
計

が
、
基
礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、

扶
養
控
除
、
そ
の
他
の
所
得
控
除

の
合
計
額
を
越
え
る
人

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
給
与
の
年
収
が

２
千
万
円
を
越
え
る
人
や
、
給
与

･

退
職
所
得
以
外
の
所
得
が
20
万
円

を
超
え
る
人
、
２
カ
所
以
上
か
ら

給
与
を
も
ら
っ
て
い
る
場
合
で
、

従
た
る
給
与
の
収
入
と
他
の
所
得

の
合
計
が
20
万
円
を
越
え
る
人
、

源
泉
徴
収
が
行
わ
れ
な
い
給
与
を

も
ら
っ
て
い
る
人

譲
渡
所
得
、
青
色
申
告
、
消
費
税
・

相
続
税
・
贈
与
税
の
申
告
を
す
る

人
は
、
浜
田
税
務
署
へ

◎
浜
田
税
務
署
の
申
告
会
場
は
、

「
石
央
文
化
ホ
ー
ル
」
で
す
。

◎
申
告
会
場
開
設
日

　

２
月
17
日（
月
）～
３
月
17
日（
月
）

（
土
・
日
・
祝
日
は
開
設
し
て
い
ま
せ

ん
）

◎
開
設
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
申
告
会
場
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
公
共
交
通
機
関
等
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
申
告
会
場
（
石
央
文
化
ホ
ー
ル
）

開
設
中
は
税
務
署
庁
舎
に
は
、
申

告
会
場
を
設
け
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

災
害
で
被
害
に
あ
っ
た
皆
様
へ

　

災
害
に
よ
っ
て
住
宅
や
家
財
な
ど

に
損
害
を
受
け
た
人
は
、
所
得
税
の

減
免
等
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

①
申
告
・
納
付
な
ど
の
期
限
延
長

②
納
税
の
猶
予

③
所
得
税
の
軽
減
ま
た
は
免
除

な
ど

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の

税
務
署
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

消
費
税
免
税
事
業
者
の
要
件
が

変
わ
り
ま
し
た

　

平
成
23
年
度
の
税
制
改
正
に
よ

り
、
基
準
期
間
の
課
税
売
上
高
が

１
千
万
円
以
下
で
あ
っ
て
も
、
特
定

期
間
の
課
税
売
上
高
が
１
千
万
円
を

超
え
る
場
合
に
は
、
課
税
事
業
者
と

な
り
申
告
が
必
要
で
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

※
特
定
期
間
と
は
、
免
税
事
業
者
要

件
を
判
定
す
る
た
め
の
期
間
で
あ

り
、
原
則
と
し
て
、
個
人
事
業
者
は

前
年
の
1
月
1
日
か
ら
６
月
30
日
ま

で
の
期
間
で
す
。

　

今
年
も
、
市
・
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
料
な
ど
の
申
告
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
申
告
は
、
あ
な
た
の
昨
年
１
年
間
に
お
け
る
収
入
の
総
決
算
で
あ
り
、
市
・
県
民
税
の
額
、
国
民
健
康
保
険
料

な
ど
が
決
ま
る
大
切
な
も
の
で
す
。

　

市
税
務
課
で
は
、
10
ペ
ー
ジ
の
表
の
日
程
で
出
張
相
談
を
行
い
ま
す
。（
申
告
書
の
提
出
は
郵
送
で
も
可
能
で
す
）

申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

　

平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
で
、
市

内
に
住
所
の
あ
る
人
は
、
原
則
と
し

て
市
・
県
民
税
の
申
告
書
を
市
役
所

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

次
の
人
は
申
告
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

①
平
成
25
年
分
所
得
税
の
「
確
定
申

告
書
」
を
税
務
署
へ
提
出
す
る
人

②
会
社
か
ら
「
給
与
支
払
報
告
書
」

が
市
役
所
へ
提
出
さ
れ
て
い
る
人

で
、
給
与
以
外
に
収
入
の
な
い
人

③
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
の
み
の

人
（
控
除
額
に
変
更
の
な
い
人
）

申
告
に
必
要
な
も
の

①
申
告
書
と
印
鑑

②
給
与
所
得
・
年
金
所
得
の
あ
る
人

は
「
平
成
25
年
分
源
泉
徴
収
票
」

③
営
業
等
事
業
を
営
む
人
・
農
業
を

営
む
人
は
、
収
入
金
額
や
必
要
経

費
等
の
計
算
資
料

④
生
命
保
険
・
損
害
保
険
の
満
期
保

険
金
も
し
く
は
解
約
一
時
金
を
も

ら
っ
た
人
は
そ
の
明
細
書

⑤
国
民
健
康
保
険
料
、
介
護
保
険
料
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
国
民

年
金
保
険
料
の
領
収
書
ま
た
は
支

払
証
明
書

⑥
生
命
保
険
料･

地
震
保
険
料
な
ど
の

支
払
証
明
書

⑦
医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る

人
は
、病
院･

施
設
等
が
発
行
す
る

領
収
書
。
生
命
保
険
や
加
入
し
て

い
る
健
康
保
険
か
ら
給
付
金
を
受

け
取
っ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
明

細
書

⑧
障
が
い
者
控
除
に
該
当
す
る
場
合

は
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
戦

傷
病
者
手
帳
、
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書

⑨
税
を
還
付
す
る
場
合
の
振
込
み
口

座
番
号
が
わ
か
る
も
の
（
通
帳
や

通
帳
の
コ
ピ
ー
、
メ
モ
な
ど
）

※
申
告
に
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
配
偶
者
の
所
得
が
わ
か
る
も

の
も
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
の
際
の
お
願
い

　

所
得
税
の
確
定
申
告
や
市
・
県
民

税
の
申
告
を
す
る
際
、
一
時
所
得
、

小
額
の
給
与
や
報
酬
、
個
人
年
金
等

の
雑
所
得
の
申
告
を
忘
れ
が
ち
で
す
。

　

申
告
の
際
に
は
す
べ
て
の
資
料
を

そ
ろ
え
て
申
告
漏
れ
の
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

□問    

税
務
課　

市
民
税
係

(

内
線
１
２
１
３)

所
得
の
申
告
相
談
が
始
ま
り
ま
す

市・県民税の税率変更のお知らせ
　～東日本大震災の復興のため均等割額を 10 年間増額～

　「東日本大震災からの復興に関し地方公共団体が実施する防災の
ための施策に必要な財源の確保に係る地方税の臨時特例に関する法
律」により、平成 26 年度から 35 年度まで、市・県民税の均等割額が
1,000 円増額の 5,500 円となります。
【均等割額】

平成 25 年度まで 平成 26 年度～ 35 年度
市民税 3,000 円 3,500 円
県民税 1,500 円 2,000 円
合計 4,500 円 5,500 円

所得税 ■問浜田税務署
（℡０８５５-２２-０３６０）市・県民税 ■問税務課市民税係

（内線1213）

　この申告で、平成26年度の国民健康保
険料が決まります。

◎申告しなければならない人
①所得税の確定申告、市・県民税の申告を
しない人
②土地･建物の売却、公共事業などで資産
の収用を受けた人で、所得税の確定申告
が必要ない人
③収入がなかった人（保険料が軽減されま
す）
④非課税所得（障がい、遺族年金収入）の
ある人
※会社や年金機構等から源泉徴収票が発行
されている人は申告の必要はありません

◎申告に必要なもの
　印鑑、申告書、収入金額や必要経費など
を計算できる資料、年金受給者は源泉徴収
票

■問保険年金課国民健康保険係（内線1114）

国民健康保険料を決める
所得申告

電子証明書の有効期限にご注意ください

　e-Tax などを利用する場合には電子証明書が必要ですが、取得後３年経過または住所変更などで、
自動的に失効します。住民基本台帳カード（住基カード）の有効期限と電子証明書の有効期限は違
いますのでお間違いのないようにご注意ください。
◎現在有効かどうかの確認
　利用者クライアントソフトをインストールしたパソコンから各自で行っていただくこととなりま
す。市役所窓口でも確認はできますが、時間がかかります。電話や本人以外からの問い合わせにつ
いては対応いたしませんのでご了承ください。
◎失効していた場合
　窓口に住基カードと運転免許証などの写真付の公的な身分証明書を本人がご持参していただけれ
ば、その場で手続きができます。住基カードをお持ちでない人は、まず住民基本台帳カードの交付申
請が必要です。交付までに 10 日くらいかかりますのでお早めに申請してください。
　（料金）住民基本台帳カード 500 円　電子証明書 500 円

■問市民生活課市民係（内線1112・1113）

　　　　　障害者手帳を持っていない人でも
　　　　　障害者控除を受けられる場合があります

　65 歳以上の介護保険の介護認定を受けている人等で、江津市福祉事
務所長が発行する「障害者控除対象認定書」があれば、所得税や市・県
民税の障害者控除が受けられます。
　また、昨年障害者控除対象認定書の交付を受けた人は、引き続き認定
書が使用できますので、申告の際に提示してください。ただし、障害等
の状態が変わった際は認定が変更になる場合がありますので、新たに
認定の手続きが必要です。

■問社会福祉課障がい者福祉係（内線 1223・1224）
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月　日 曜
日

江津地区 桜江地区 江津市役所
受付時間 会場名 受付時間 会場名 受付時間 会場名

2 月７日 金 9:30 ～ 12:00 川平駅集会所
２月８日 土
２月９日 日

2 月 10 日 月 9:30 ～ 15:00 長谷公民館 9:00 ～ 16:00 第５・６会議室
２月 11 日 火
2 月 12 日 水 9:30 ～ 12:00 黒松交流センター 9:00 ～ 16:00 第５・６会議室
2 月 13 日 木 9:30 ～ 15:00 コミセン研修室 9:00 ～ 16:00 第５・６会議室
2 月 14 日 金 9:30 ～ 12:00 松川公民館 9:00 ～ 16:00 第５・６会議室
２月 15 日 土
２月 16 日 日
2 月 17 日 月 9:30 ～ 12:00 波子公民館 9:00 ～ 16:00 第５・６会議室
2 月 18 日 火 9:30 ～ 15:00 市山公民館 9:00 ～ 16:00 第５・６会議室
2 月 19 日 水 9:30 ～ 12:00 浅利公民館 9:00 ～ 16:00 第５・６会議室
2 月 20 日 木 9:30 ～ 15:00 コミセン研修室 9:00 ～ 16:00 第５・６会議室
2 月 21 日 金 9:30 ～ 15:00 和木公民館 9:00 ～ 16:00 第５・６会議室
２月 22 日 土
２月 23 日 日
2 月 24 日 月 9:30 ～ 15:00 谷住郷公民館 9:00 ～ 16:00 第５・６会議室
2 月 25 日 火 9:30 ～ 12:00 有福温泉公民館 9:00 ～ 16:00 第５・６会議室
2 月 26 日 水 9:30 ～ 15:00 コミセン研修室 9:00 ～ 16:00 第５・６会議室
2 月 27 日 木 9:30 ～ 15:00 敬川公民館 9:00 ～ 16:00 第５・６会議室
２月 28 日 金 9:30 ～ 15:00 川越公民館 9:00 ～ 16:00 第５・６会議室

3 月１日 土
3 月２日 日 9:00 ～ 16:00 第５・６会議室
3 月３日 月 9:30 ～ 12:00 跡市公民館 9:00 ～ 16:00 第５・６会議室

3 月４日 火 9:30 ～ 15:00 川越生活改善
センター 9:00 ～ 16:00 第５・６会議室

3 月５日 水 9:30 ～ 12:00 波積公民館 9:00 ～ 16:00 第５・６会議室
3 月６日 木 9:30 ～ 15:00 コミセン研修室 9:00 ～ 16:00 第５・６会議室
3 月７日 金 9:30 ～ 15:00 都治公民館 9:00 ～ 16:00 第５・６会議室
3 月８日 土
3 月９日 日

3 月 10 日 月 9:30 ～ 12:00 市山公民館 9:00 ～ 16:00 第５・６会議室
3 月 11 日 火 9:30 ～ 15:00 都野津公民館 9:00 ～ 16:00 第５・６会議室
3 月 12 日 水 9:30 ～ 15:00 コミセン研修室 9:00 ～ 16:00 第５・６会議室
3 月 13 日 木 9:30 ～ 15:00 二宮交流館 9:00 ～ 16:00 第５・６会議室
3 月 14 日 金 9:30 ～ 15:00 コミセン研修室 9:00 ～ 16:00 第５・６会議室
３月 15 日 土
３月 16 日 日 9:00 ～ 16:00 第５・６会議室
3 月 17 日 月 9:30 ～ 15:00 渡津交流館 9:00 ～ 16:00 第５・６会議室

申告相談日程表
都合の良い会場へお出かけください

※江津市役所の申告会場「第５・６会議室」は、市役所本庁舎２階です
　（山陰合同銀行ＡＴＭの奥にあります）
※江津工業高校で昨年まで行っていたe-Taxによる確定申告作成の操作説明会は、今年はありません。ご了承ください。

（イラストの部） 
佐々木 直生（渡津小１年）　　　　　　松島　蒼波（桜江小１年）　　　　小野　樹正（江津東小２年）
長岡　 　萌（江津東小３年）　　　　　佐々木 七海（江津東小４年）　　    田儀　眞菜（江津東小５年）
三浦 みのり（江津東小６年）　　　　　濱松　彩夏（川波小６年）　　　　高木　萌衣（高角小６年）　
坂根　琉花（高角小６年）　　　　　 　大本　 茜（高角小６年）
宇野　七海（江津中２年）　　　　　 　高原　悠花（江津中２年）	 　   　松浦　萌笑（江津中２年）
赤松　七星（桜江中３年）　　　　　 　加藤 みのり（桜江中３年）　　
（作文の部）
堀　 　彩望（津宮小５年）　　　　　　田向　　 杏（津宮小５年）
坂根 康太郎（桜江中１年）　　　　　　佐々木 夢來（江東中１年）	 　   　佐々木　 萌（青陵中２年）
田代さやか（江東中３年）　　　　　 　花田　尚秋（江東中３年）
（メッセージの部）
石田　依吹（桜江小２年）　　　　　　山根　遙太（桜江小２年）	 　   　幸地　萌香（江津東小４年）
佐々木 媛佳（江津東小４年）　　　    　野村　　 葵（渡津小５年）	 　   　藤田　汐里（渡津小６年）
和原 絵梨奈（渡津小６年）　　　　    　太田　理貴（津宮小６年）	 　   　津枝　智哉（津宮小６年）
舟木 香奈枝（江津中１年）　　　　    　中野 伸一朗（青陵中２年）	 　   　森脇　杏菜（青陵中２年）
山中 梨紗子（青陵中２年）　　　　    　桑原　志季（青陵中２年）	 　  　 安井　綾音（青陵中２年）
無川　風韻（江津中３年）　　　　　　山本　　 茜（江津中３年）　　　　加藤 みのり（桜江中３年）

高原　悠花さん（江津中２年）

　江津市人権啓発作品展が昨年 12 月上旬に開催されま
した。
　市内、小中学校の児童・生徒 977 人のみなさんから３
つの部門に 1,233 点の応募があり、各校での審査を経て
195 点が市へ応募され、優秀賞 41 点が選ばれました。

第６３回社会を明るくする運動標語
入選作品 ■問 社会福祉課地域福祉係（内線１２２１）

☆最優秀賞　大丈夫　優しく見守る　地域の目　　　　　 　江津中学校３年　　浅沼　　遙さん
☆優秀賞　　あいさつは　心をつなぐ　愛言葉　　　　 　　青陵中学校１年　　南原菜々子さん
　　　　　　あいさつは　人の心を　つなぐもの　　　 　　桜江中学校１年　　渡邊　拓真さん
　　　　　　やめようよ　いじめは自分も　きずつくよ　　 江津中学校３年　　西坂　　司さん
☆佳作　　　考えよう　気づかず言ってる　その言葉　　　 桜江中学校２年　　森脇　広道さん
　　　　　　救えるよ　あなたの言葉で　みんなの心　 　　桜江中学校３年　　佐々岡礼奈さん
　　　　　　助け舟　誰かじゃなくて　俺が出す　　　　　 青陵中学校１年　　小笹　　凛さん
　　　　　　出してみよう　心と心を　つなぐ手を　　　　 青陵中学校３年　　春木　　葵さん
　　　　　　あいさつや　感謝の言葉で　築く社会　　　　 江津中学校３年　　山本　　茜さん

「社会を明るくする運動」の一環として市内の中
学生を対象に標語を募集したところ、多くの応募
があり、審査の結果、次の作品が入選しました。

平成２５年度人権啓発作品展
入選作品 ■問 人権啓発センター　℡（５２）１０１８
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休日診療 済生会江津総合病院で行っています。（☎ 54-0101 ※ 事前にご連絡ください。）

健康
＆

すくすく
生活習慣病予防シリーズ

（その 10）増えている！
　　    こどもの肥満 ■問健康医療対策課健康増進係（内線 1254）

日 （曜日） 会場 ・ 受付時間

４日 （火）

コミュニティセンター （桜江）　
～主催：桜江ライオンズクラブ～
　　 9：30～ 11：30
　
済生会江津総合病院
    13：50～ 16：20

２月の献血
　輸血が必要なひとを救うためにご協力を！
　☆対象　400ml献血（全血）が可能なひと
　（体重50㎏以上）

　肥満の子どもは、その約 70％が成
人肥満に移行すると考えられてい
ます。また肥満度が高いと、高血圧、
糖尿病、高脂血症などの生活習慣病
を合併する可能性が高くなるため、
子どもの頃からの肥満予防が大事
です。さらに、肥満度が高いことで、
中性脂肪、血圧、血糖などの上昇、ま
たＨＤＬコレステロール（善玉コ
レステロール）値の低下が見られ、メ
タボリックシンドロームを発症し
ている可能性が高いことが分かっ
てきています。

【子どもの肥満、生活習慣病を予防
するために】
　「三つ子の魂、百まで」と言われる
ように、子どもの生活習慣はその子
の一生に関係してきます。幼少期
から早寝早起き、規則正しい生活を
習慣付けることが大切です。好き
嫌いなく何でも食べられるように
すること。そしてよく体を動かす
習慣を付けることが将来その子が
早い時期に生活習慣病になってし
まうのを防ぐために大切になりま
す。

肥満の原因と改善ポイント

①食生活の乱れ

「動物性脂肪のとりすぎ」

・カレーライス

・ハンバーグ

・スパゲッティなど

「糖分のとりすぎ」

・お菓子

・清涼飲料水など

②運動不足

「ライフスタイルの変化」

・テレビゲーム等の普及

・勉強や塾通いの増加

・遊び場がない

・外での遊び方を知らない

　

など

③生活習慣の乱れ

「遅寝遅起き」

・朝食の欠食

　→夜食の増加

・活動量の低下　など

エネルギー摂取量
オーバー！

生活習慣病の
キケン！

改善！
・ 食 事 は 和 食 を 意
識！
・ジュースをお茶や
水に
・お菓子を果物やヨ
ーグルトに　など

改善！
・楽しく体を動かすこと
から始める
・室内ではストレッチを
行う
・親が外遊びに誘うよう
にする
・ゆっくりとした運動を
15 分以上続けて行う　
など

改善！
・夜は早めに消灯し、早
寝早起きの習慣を付け
る

お父さん・お母さん・働き盛りの皆さんへ
自分のからだ、知ってますか？
～講演会開催のお知らせ～

①江津会場　2月24日（月）15：00～16：30　江津商工会議所
　　　　　　講師：花田医院　花田有二院長
②桜江会場　2月26日（水）15：00～16：30　コミュニティセンター
　　　　　　講師：應儀医院　應儀一良院長
◎発表「働き盛り世代の健康実態」
◎講演「健診結果を活かす！動脈硬化予防
　　　　　～いつまでも健康で働き続けるために～」

江津健康ダイヤル２４ （２４時間年中無休 通話料 ・ 相談料無料）　☎０１２０－５０２－５６４

■問健康医療対策課健康増進係（内線1254）

有　

料　

広　

告

　

年
末
年
始
の
休
み
が
今
年
は
９
日
間
も
あ

り
ま
し
た
。
救
急
外
来
の
診
察
は
行
い
ま
し

た
が
、
病
院
の
対
応
は
ど
う
で
し
た
で
し
ょ

う
か
。
年
末
年
始
は
正
月
は
自
宅
で
と
い
う

方
が
多
い
の
で
、
ど
っ
と
入
院
ベ
ッ
ド
は
空

き
ま
す
が
、
正
月
に
な
っ
て
10
日
ご
ろ
か
ら

寒
波
が
襲
っ
て
中
旬
ご
ろ
に
は
、
空
い
て
い

た
病
床
が
あ
っ
と
い
う
間
に
埋
ま
っ
て
き
ま

し
た
。 

　

気
候
医
学
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
寒

さ
や
暑
さ
や
湿
気
や
気
圧
な
ど
で
、
患
者
さ

ん
の
心
や
体
の
調
子
が
変
化
す
る
こ
と
を
研

究
す
る
学
問
の
こ
と
を
気
候
（
気
象
）
医
学

と
も
い
い
ま
す
。「
病
は
気
か
ら
」
と
言
い

ま
す
が
「
病
は
気
持
ち
か
ら
起
こ
る
で
は
な

く
、
気
候
か
ら
起
こ
る
」
と
私
は
い
つ
も
感

じ
て
い
ま
す
。 

　

冬
場
の
病
気
で
、
寒
さ
が
ひ
ど
く
な
っ
た

と
き
に
一
番
影
響
を
受
け
る
の
は
気
管
支
系

統
で
、
風
邪
、
気
管
支
炎
や
肺
炎
が
多
く
な

り
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
年
末
年
始
に

な
っ
て
二
人
ほ
ど
病
院
で
診
断
し
ま
し
た
。

小
児
科
の
患
者
さ
ん
か
ら
発
生
し
て
、
学
校

や
施
設
か
ら
だ
ん
だ
ん
波
及
し
て
き
ま
す
。 

　

も
ち
ろ
ん
心
臓
病
も
気
候
に
関
係
し
て
発

生
し
て
き
ま
す
。
最
近
問
題
に
な
っ
て
い
る

の
が
、
風
呂
の
な
か
で
倒
れ
る
患
者
さ
ん
で
、

寒
い
空
気
の
中
か
ら
熱
い
風
呂
に
入
る
と

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク（
熱
の
シ
ョ
ッ
ク
）に
な
っ

て
救
急
車
で
運
ば
れ
て
き
ま
す
。
風
呂
に
入

る
と
き
は
、
部
屋
や
風
呂
場
の
温
度
も
温
め

る
こ
と
が
大
切
の
よ
う
で
す
。 

　

私
は
自
分
で
、
ふ
と
ん
の
上
や
畳
の
上
で

腹
筋
運
動
を
よ
く
し
ま
す
し
、
患
者
さ
ん
に

も
勧
め
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
正
月
の
外

来
で
60
代
の
高
血
圧
の
患
者
さ
ん
が　

胸
部

痛
を
訴
え
て
、
救
急
車
で
や
っ
て
来
ら
れ
ま

し
た
。
救
急
当
番
の
先
生
の
診
断
は　

胸
心

症
や
心
筋
梗
塞
で
は
な
く
、
大
動
脈
瘤
解
離

と
い
う
病
気
で
し
た
。
手
に
負
え
な
い
の
で

心
臓
血
管
の
専
門
の
病
院
へ
搬
送
し
ま
し

た
。
搬
送
当
番
は
私
で
し
た
の
で
、付
き
添
っ

て
救
急
車
に
乗
車
し
た
の
で
す
が
、
こ
の
よ

う
な
診
断
の
難
し
い
病
気
も
今
で
は
Ｃ
Ｔ
の

検
査
を
す
る
と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
診
断
が

つ
い
て
し
ま
い
ま
す
。

　

救
急
車
の
中
で
、
患
者
さ
ん
か
ら
話
を
聞

く
と
、
こ
た
つ
に
入
り
な
が
ら
、
腹
筋
運
動

を
一
所
懸
命
に
や
っ
た
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
あ
ま
り
、
腹
筋
運
動
も
根
を
つ
め
て

や
る
と
い
け
な
い
の
か
な
と
、
送
り
届
け
た

心
臓
血
管
の
専
門
の
先
生
に
質
問
し
ま
し
た

が
、
腹
筋
運
動
く
ら
い
で
、
簡
単
に
血
管
は

壊
れ
な
い
と
の
こ
と
。
そ
れ
で
も
、
急
に
慣

れ
な
い
運
動
は
控
え
た
方
が
い
い
よ
う
に

思
っ
た
次
第
で
す
。

　

寒
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
天
気
予
報
を
み

て
健
康
管
理
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

病は気候から起こる  

済生会江津総合病院
院長　堀江　裕

ゆたか

言葉の「くすり」
～２月は生活習慣病予防月間です～
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市
税
等
の
納
付

日
曜
日
の
納
付
・
納
付
相
談

日
時

２
月
２
日
（
日
）

9：
00
～
12
：
00

場
所

市
役
所
１
階
保
険
年
金
課
窓
口

対
象

①
市
税
（
市
･県
民
税
、固
定
資

産
税
、軽
自
動
車
税
）

②
国
民
健
康
保
険
料

納
付
期
限

固
定

資
産

税
（４

期
）
２
月
28
日
（
金
）

火
災
・
救
急
・
救
助
の
件
数

（
12

月
末
現
在
・
江
津
消
防
署
管
内
）

種
別

月
の
件
数

年
間
合
計

火
災

1
19

救
急

97
12
67

救
助

1
26

交
通
事
故
の
発
生
状
況

（
12

月
末
現
在
・
江
津
警
察
署
）

年
別

件
数

死
者

傷
者

江 津 市

25
　
年

39
0

45

24
　
年

59
1

76

前
年
比

-2
0

-1
-3
1

県 内

25
　
年

16
47

28
19
50

24
　
年

17
25

45
20
20

前
年
比

-7
8

-1
7

-7
0

人
口
・
世
帯
数

（
12

月
末
現
在
）

種
別

人
数
・
世
帯
数

前
月
比

総
人
口

25
,2
49

-3
1

男
11
,6
82

-1
0

女
13
,5
67

-2
1

世
帯
数

11
,6
36

-1
5

市
民
生
活
課
調
べ

江
津
市
の
物
価
の
動
き

（
消
費
者
友
の
会
・
物
価
調
査
係
調
べ
）

品
名

単
位

平
均

島
根
県
産
コ
シ
ヒ
カ
リ

10
㎏
4,
41
8
円

Ｌ
Ｐ
ガ
ス

10
㎥
7,
69
8
円

砂
糖
　
上
白
袋
入

１
㎏

23
1
円

鶏
卵
　
Ｌ
サ
イ
ズ

10
個

24
9
円

牛
乳

１
Ｌ

23
1
円

灯
油
（
店
頭
価
格
）

18
Ｌ
1,
99
4
円

ガ
ソ
リ
ン
（
レ
ギ
ュ
ラ
ー
）
１
Ｌ

16
3
円

１
月
１
日
現
在
市
内
平
均
（
税
込
）価
格

※
特
売
は
含
み
ま
せ
ん
。

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
12

月
27

日
受
付
分
ま
で
）

社
会
福
祉
事
業
へ
寄
付
（

香
典
返
し
寄
付
）

▽
嘉
久
志
・
松
井
幸
子
さ
ん
（
故
博
さ
ん
）▽
嘉
久
志
・
田
中
満
さ
ん
（
故
ヒ
ロ

子
さ
ん
）▽
後
地
・
西
本
保
人
さ
ん
（
故
弘
子
さ
ん
）▽
長
野
県
（
後
地
）・
辻
廣

幸
さ
ん
（
故
八
重
子
さ
ん
）▽
後
地
・
灘
公
治
さ
ん
（
故
翔
平
さ
ん
）▽
和
木
・
盆

子
原
道
夫
さ
ん
（
故
綾
子
さ
ん
）▽
広
島
県
（
浅
利
）・
島
田
信
介
さ
ん
（
故
カ
ネ

子
さ
ん
）▽
後
地
・
正
木
秀
夫
さ
ん
（
故
勲
さ
ん
）▽
波
子
・
山
藤
法
子
さ
ん
（
故

功
さ
ん
）▽
和
木
（
跡
市
）・
廣
瀬
一
也
さ
ん
（
故
信
子
さ
ん
）▽
都
野
津
・
桂
寿

美
江
さ
ん
（
故
上
田
末
女
さ
ん
）

一
般
の
寄
付
　

▽
松
川
・
流
理
森
さ
ん
▽
有
福
温
泉
・
有
福
温
泉
こ
ど
も
会
▽
後
地
・
島
田
平
治

さ
ん

※
掲
載
を
ご
了
承
頂
い
た
人
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
印
刷
上
表
記
で
き
な

い
漢
字
は
、常
用
漢
字
な
ど
に
置
き
換
え
て
い
ま
す
。

江
津
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡

5
2
-2
4
7
4
）

●子
子

育
て

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

●サ
サ

ン
ピ

コ
ご

う
つ

●保
江

津
保

健
セ

ン
タ

ー
●桜

桜
江

保
健

セ
ン

タ
ー

●社
社

会
福

祉
協

議
会

●人
人

権
啓

発
セ

ン
タ

ー
●中

中
央

公
園

●総
総

合
市

民
セ

ン
タ

ー
●じ

じ
ば

さ
ん

セ
ン

タ
ー

●役
市

役
所

●相
市

役
所

市
民

相
談

室
●コ

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

●公
公

民
館

●島
島

の
星

ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ
ー

●エ
エ

コ
ク

リ
ー

ン
セ

ン
タ

ー
●済

済
生

会
江

津
総

合
病

院

ご
う
つ
カ
レ
ン
ダ
ー

江
津

の
１

カ
月

は
、こ

れ
を

見
れ

ば
バ

ッ
チ

リ
！

（
抜

き
取

っ
て

ご
使

用
く

だ
さ

い
）

２
月

１
６

●総
ス

テ
ッ

プ
・

ジ
ャ

ン
プ

・
コ

ン
サ

ー
ト

●中
フ

ッ
ト

サ
ル

Ｇ
Ｅ

リ
ー

グ
●中

江
津

杯
ミ

ニ
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
大

会
●保

食
育

イ
ベ

ン
ト

　「
親

子
ふ

れ
あ

い
そ

ば
う

ち
教

室
」

１
７

●役
人

権
相

談
（

24
ペ

ー
ジ

）
●相

行
政

相
談

（
24

ペ
ー

ジ
）

１
８

●コ
一

般
相

談
（

24
ペ

ー
ジ

）
●相

消
費

生
活

相
談

（
24

ペ
ー

ジ
）

●子
ほ

か
ほ

か
お

も
ち

ゃ
サ

ー
ク

ル
●桜

乳
幼

児
相

談
・

離
乳

食
教

室
　（
9：
30
～
12
：
00
）

１
９

●コ
行

政
相

談
（

24
ペ

ー
ジ

）
●子

乳
幼

児
相

談
・

離
乳

食
教

室
・

お
っ

ぱ
い

相
談

　（
9：
30
～
12
：
00
）

２
０

●子
休

館
日

●サ
定

休
日

●桜
断

酒
会

（
20

ペ
ー

ジ
）

２
１

●子
お

楽
し

み
の

日
　「

ひ
な

人
形

作
り

」
　

　（
10
：
00
～
11
：
00
）

２
２

●子
フ

ァ
ミ

サ
ポ

研
修

会
・

子
育

て
支

援
者

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

講
座

●じ
青

少
年

育
成

関
係

者
総

合
研

修
会

（
23

ペ
ー

ジ
）

※
江

津
食

育
の

日

２
３

●島
休

日
開

場
日

（
20

ペ
ー

ジ
）

●総
松

林
宗

恵
監

督
名

作
上

映
会

●中
フ

ッ
ト

サ
ル

Ｇ
Ｅ

リ
ー

グ

２
４

２
５

２
６

２
７

●子
休

館
日

●サ
定

休
日

●保
断

酒
会

（
20

ペ
ー

ジ
）

２
８

●社
一

般
相

談
（

24
ペ

ー
ジ

）
●子

お
楽

し
み

の
日

　「
ひ

な
ま

つ
り

会
」

　
　（
10
：
00
～
12
：
00
）

日
　

Su
n

月
　

M
on

火
　

Tu
e

水
　

W
ed

木
　

Th
u

金
　

Fr
i

土
　

Sa
t

１ ●中
江

津
市

ス
ポ

ー
ツ

少
年

団
交

歓
体

育
祭

●保
食

育
イ

ベ
ン

ト
　「

親
子

ふ
れ

あ
い

そ
ば

う
ち

教
室

」

２ ●役
納

付
相

談
（

14
ペ

ー
ジ

）
●総

江
津

市
子

育
て

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

●中
石

見
地

区
選

抜
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
大

会
●中

フ
ッ

ト
サ

ル
Ｇ

Ｅ
リ

ー
グ

３
４ ●●保

発
達

健
康

相
談

５ ●子
赤

ち
ゃ

ん
教

室
　「

ベ
ビ

ー
３

Ｂ
」

６ ●子
休

館
日

●サ
定

休
日

●保
断

酒
会

（
20

ペ
ー

ジ
）

７ ●人
就

労
相

談
（

24
ペ

ー
ジ

）
８ ●子

お
楽

し
み

の
日

　「
歌

、手
遊

び
、エ

プ
ロ

ン
シ

ア
タ

ー
」

　
　（
10
：
00
～
10
：
30
）

●中
人

麻
呂

カ
ッ

プ
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
大

会

９ ●総
Ｐ

Ｔ
Ｎ

Ａ
ピ

ア
ノ

ス
テ

ッ
プ

●中
フ

ッ
ト

サ
ル

Ｇ
Ｅ

リ
ー

グ
●中

石
見

地
区

中
学

校
１

・
２

年
卓

球
大

会

１
０

１
１

●子
休

館
日

１
２

●保
３

歳
児

健
康

診
査

　（
対
象
：
平
成
22
年
９
月
～

　
　
　
　
10
月
生
ま
れ
）

●総
こ

こ
ろ

の
健

康
づ

く
り

　
講

演
会

（
22

ペ
ー

ジ
）

●役
こ

こ
ろ

の
健

康
相

談
（

24
ペ

ー
ジ

）

１
３

●社
法

律
相

談
（

24
ペ

ー
ジ

）
●子

休
館

日
●サ

定
休

日
●保

断
酒

会
（

20
ペ

ー
ジ

）

１
４

●子
お

楽
し

み
の

日
　「

キ
ッ

ド
ビ

ク
ス

」
　

　（
10
：
00
～
11
：
00
）

１
５

●子
餅

つ
き

会
　

　（
9：
00
～
13
：
00
）

建
国

記
念

の
日

※
要

予
約

※
要

予
約
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広報担当のカメラから
まちの息吹をお届けします

青空の下、消防出初式

有福温泉荘、46 年の歴史に幕

　原爆被爆者有福温泉療養研究所「有福温
泉荘」が 12 月 26 日に閉所し、46 年の歴
史に幕を下ろしました。
　有福温泉荘は、原子爆弾の被爆者の療養
の場として、昭和 42 年に広島原爆障害対
策協議会（広島市）が開設。有福の湯で、こ
れまでに累計で 83 万人余の方々の心と体
を癒してきました。
　26 日には閉所式があり、長年勤めてきた
職員の皆さんに感謝状が贈られ、最後は利
用者の皆さんと関係者とが記念写真を撮
り、別れを惜しみました。

石見智翠館高校、花園で２勝

新春の桜江路を１６４人が駆ける

　桜江町恒例の新春走り初めが１月４日に
あり、市内外から参加した 164 人が桜江路
を駆けました。
　「今年の健康つくりの第一歩」の趣旨で毎
年開催し、今年で 21 回目。幼児から 82 歳
まで、幅広い年代が集まりました。
　コースは、B ＆ G 海洋センター周辺の道
路を使った、３km と２km の２種類。参加
者は快調に走ったり、ゆっくり歩いたりと、
それぞれのペースで楽しみました。完走後
は、豚汁を参加者全員で食べ、体を温めまし
た。

　近鉄花園ラグビー場（東大阪市）で開催
された全国高等学校ラグビーフットボール
大会に、石見智翠館高校が島根代表として
出場し、３回戦進出を果たしました。
　３年ぶりにシード校から外れ、１回戦か
らの登場となった石見智翠館は、青森北に
43 －７で快勝、２回戦ではシード校の茗渓
学園（茨城）を 22‐12 で振り切りました。
　３回戦の報徳学園（兵庫）戦では 20 －
20 で引き分けながら、トライ数の差で準々
決勝進出を逃しました。無敗で花園を後に
した智翠館フィフティーン、見事でした。

　新春恒例の消防出初式が１月５日にあり、消防団員や消防署員ら
約 500 人が安全を誓いました。
　冬にしては穏やかな天候のもと、江の川堤防で参加者らは一斉放
水。青空に大きな虹がかかりました。県防災ヘリコプターも参加
し、空中から放水しました。このほか総合市民センターで式典が、江
津駅前で徒歩と消防車による行進がありました。
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江津市役所　℡（52）2501市政のお知らせ

★

★

★
豪
雨
災
害
で
被
災
し
、
義
援
金
の

受
け
取
り
を
希
望
す
る
ひ
と
へ

　

現
在
、
昨
年
８
月
の
豪
雨
災
害
で
被

災
し
た
世
帯
（
居
住
家
屋
の
全
壊
、半
壊
、

床
上
浸
水
、
床
下
浸
水
）
に
災
害
義
援

金
を
お
配
り
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
義
援
金
を
受
け
取
る
に
は
、
申

請
が
必
要
で
す
。

　

ま
だ
、
申
請
が
お
済
み
で
な
い
ひ
と

は
、
３
月
31
日
ま
で
に
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、申
請
用
紙
は
、「
全
壊
」「
半
壊
」

「
床
上
浸
水
」
の
世
帯
に
は
戸
別
に
お
配

り
し
て
い
ま
す
。「
床
下
浸
水
」
の
世
帯

に
つ
い
て
は
「
か
わ
ら
ば
ん
」
12
月
号

に
同
封
し
て
い
ま
す
。

■問
総
務
課
防
災
係
（
内
線
１
３
１
３
）

　

社
会
福
祉
課
地
域
福
祉
係

（
内
線
１
２
２
１
）

江
津
市
へ
災
害
義
援
金
を
お
寄
せ

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た

　

全
国
の
皆
様
か
ら
多
く
の
義
援
金
、

お
見
舞
金
、
救
援
物
資
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
温
か
い
気
持
ち
を
お
寄
せ
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
25
年
12
月
末
を
も
っ
て
、
江
津
市

災
害
義
援
金
の
受
け
付
け
を
終
了
し
ま

し
た
。

　

寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
に
つ
き
ま
し
て

は
、「
江
津
市
災
害
義
援
金
配
分
委
員
会
」

に
お
い
て
、
配
分
方
針
を
決
定
し
、
昨

年
12
月
よ
り
順
次
お
配
り
し
て
い
ま
す
。

　

江
津
市
に
対
す
る
お
見
舞
金
、
被

災
者
に
対
す
る
義
援
金
は
２
５
９
件
、

１
３
６
７
万
２
８
４
１
円
（
平
成
25
年

12
月
26
日
現
在
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
平
成
二
十
五
年
夏
島
根
県
西

部
大
雨
災
害
義
援
金
配
分
委
員
会
」
か

ら
、
３
８
３
０
万
１
６
９
２
円
を
配
分

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
も
併

せ
て
、
被
災
者
の
皆
様
に
お
配
り
し
て

い
ま
す
。

■問
社
会
福
祉
課
地
域
福
祉
係

（
内
線
１
２
２
１
）

災
害
義
援
金

平
成
26
年
１
月
１
日
以
降
の
期
間

の
市
税
に
係
る
延
滞
金
等
の
利
率

が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た

　

国
税
に
お
け
る
延
滞
税
お
よ
び
還
付

加
算
金
の
見
直
し
に
伴
い
、
利
率
が
引

き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

◎
改
正
内
容

　

平
成
26
年
１
月
１
日
以
降
の
期
間
の

延
滞
金
の
割
合
に
適
用
さ
れ
、「
特
例
基

準
割
合
」
に
年
７
・
３
％
を
加
算
し
た
割

合
（
上
限
は
14
・
６
％
）、
納
期
限
の
翌

日
か
ら
１
カ
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の

期
間
に
つ
い
て
は
、「
特
例
基
準
割
合
」

に
１
％
を
加
算
し
た
割
合
（
上
限
は
年

７
・
３
％
）
と
な
り
ま
す
。

　

還
付
加
算
金
に
つ
い
て
は
、「
特
例
基

準
割
合
」
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
特
例
基
準
割
合
と
は
、
財
務
大
臣
が

告
示
す
る
国
内
銀
行
の
新
規
の
短
期
貸

出
約
定
平
均
金
利
の
当
該
年
の
前
々
年

10
月
か
ら
前
年
9
月
に
お
け
る
平
均
に
、

１
％
を
加
算
し
た
割
合
で
す
。
平
成
26

年
中
の
特
例
基
準
割
合
は
、
１
・
９
％
と

な
り
ま
し
た
。

◎
比
較
表

本
則

以
前
の
特
例

（
注
１
）

以
前
の
特
例
に

よ
る
割
合

改
正
後
の
特
例
平
成
26
年

の
割
合

延
滞
金

14
・
６
％

－

14
・
６
％

特
例
基
準
割
合

＋
７
・
３
％

９
・
２
％

納
期
限

１
カ
月
以
内

７
・
３
％

商
業
手
形
の
基
準

割
引
率
＋
４
％

４
・
３
％

（
注
２
）

特
例
基
準
割
合

＋
１
％

２
・
９
％

還
付
加
算
金

７
・
３
％

商
業
手
形
の
基
準

割
引
率
＋
４
％

４
・
３
％

（
注
２
）

特
例
基
準
割
合

１
・
９
％

市
税
の
延
滞
金

■問
税
務
課
収
納
係（

内
線
１
２
１
１
・
１
２
１
２
）

※
特
例
の
割
合
が
本
則
の
割
合
を
超
え
る
場
合
は
、本
則
の
割
合
と
な
り
ま
す
。

（
注
1
）以
前
の
特
例
は
平
成
12
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
25
年
12
月
31
日
ま
で
の
延
滞
金
に
適
用
し
ま
す
。

（
注
2
）平
成
22
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
25
年
12
月
31
日
ま
で
の
商
業
手
形
の
基
準
割
引
率
は
０
・
３
％
。

★

★

★
予
備
自
衛
官
補
を
募
集
し
ま
す

〈
予
備
自
衛
官
と
は
〉

　

普
段
は
社
会
人
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
職
業
に
従
事
し
な
が
ら
、
必
要
と
さ

れ
る
練
度
を
維
持
す
る
た
め
訓
練
招
集

に
応
じ
ま
す
。
有
事
に
は
防
衛
招
集
ま

た
は
国
民
保
護
等
招
集
に
応
じ
て
出
頭

し
、
後
方
の
警
備
や
後
方
支
援
ま
た
は

国
民
の
保
護
の
た
め
の
任
務
等
に
あ
た

り
ま
す
。
平
時
に
お
い
て
も
特
に
必
要

を
認
め
る
場
合
に
は
、
災
害
招
集
に
応

じ
て
出
頭
し
、
災
害
救
助
活
動
等
に
従

事
し
ま
す
。

◎
受
付
期
間　

　

１
月
８
日
（
水
）
～
４
月
２
日
（
水
）

　
（
締
切
日
必
着
）

◎
応
募
資
格　

【
一
般
公
募
】

　

18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
者

　
（
平
成
26
年
７
月
１
日
現
在
の
年
齢
）

【
技
能
公
募
】

　

18
歳
以
上
で
、
国
家
免
許
資
格
等
を

保
有
す
る
技
能
に
応
じ
、
53
歳
か
ら
55

歳
未
満
の
者
（
平
成
26
年
７
月
１
日
現

在
の
年
齢
）

◎
試
験
期
日　

４
月
11
日
（
金
）
か
ら

15
日
（
火
）
の
う
ち
指
定
さ
れ
る
１
日

◎
採
用
時
期　

　

平
成
26
年
７
月
１
日
以
降

◎
採
用
予
定
者
数　

　

東
海
・
北
陸
・
近
畿
・
中
国
・
四
国

地
方
で

・
一
般
公
募　

約
５
２
０
人

・
技
能
公
募　

約
60
人

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
お
よ
び
技
術

幹
部
候
補
生
を
募
集
し
ま
す
。

〈
幹
部
自
衛
官
と
は
〉

　

幹
部
自
衛
官
は
、
部
隊
の
中
心
と
な

り
、
強
い
責
任
感
と
実
行
力
で
部
隊
を

指
揮
す
る
管
理
者
と
な
り
ま
す
。

　
「
幹
部
候
補
生
学
校
」
で
必
要
な
知
識
・

技
能
を
習
得
し
ま
す
。
卒
業
後
は
、
部

隊
に
初
級
幹
部
と
し
て
配
属
さ
れ
ま
す
。

◎
受
付
期
間　

　

２
月
１
日
（
土
）
～
４
月
25
日
（
金
）

　
（
締
切
日
必
着
）

◎
応
募
資
格

　

日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成
27
年
４
月

１
日
現
在
、
20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者

（
22
歳
未
満
の
者
は
大
学
卒
（
見
込
含

む
））、
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者
（
見

込
含
む
）
は
28
歳
未
満
の
者

◎
採
用
試
験

【
第
１
次
試
験
】

・
筆
記
試
験　

５
月
10
日
（
土
）

・
操
縦
適
性
検
査　

５
月
11
日
（
日
）

　
（
飛
行
要
員
希
望
者
の
み
）

【
第
２
次
試
験
】　

　

小
論
文
試
験
・
口
述
試
験
・

　

身
体
検
査

　

６
月
10
日
（
火
）
か
ら
13
日
（
金
）

の
う
ち
指
定
す
る
日

◎
試
験
場
所

【
第
１
次
試
験
】　

受
付
時
に
通
知
い
た

し
ま
す
。（
飛
行
要
員
の
操
縦
適
性
検
査

は
松
江
地
方
合
同
庁
舎
）

【
第
２
次
試
験
】　

別
示

◎
採
用
時
期

　

平
成
27
年
３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬

自
衛
官
募
集

不
妊
治
療
を
受
け
る
ひ
と
の
経
済

的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
治
療

に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し

て
い
ま
す

◎
対
象
治
療

　

保
険
適
応
の
不
妊
治
療
（
診
断
の
た

め
の
検
査
を
含
み
ま
す
）
お
よ
び
人
工

授
精

◎
対
象
者

①
法
律
上
の
夫
婦
で
、
江
津
市
内
に

住
所
の
あ
る
ひ
と

②
夫
お
よ
び
妻
が
医
療
保
険
各
法
の

規
定
に
基
づ
く
被
保
険
者
、
組
合
員

ま
た
は
被
扶
養
者
で
あ
る
こ
と

◎
助
成
内
容

　

治
療
開
始
か
ら
12
カ
月
を
1
期
と
し

て
上
限
3
万
円
。
3
期
3
年
間
分
ま
で

支
給
。
た
だ
し
、
や
む
を
え
な
い
事
情

に
よ
り
治
療
を
中
断
し
た
時
は
、
そ
の

期
間
を
省
く
こ
と
が
で
き
る
。

◎
申
請
方
法

　

治
療
を
受
け
た
医
療
機
関
で
証
明
（
一

般
不
妊
治
療
等
証
明
書
）
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

◎
必
要
書
類

①
一
般
不
妊
治
療
証
明
書
（
初
回
の

み
必
要
。
複
数
の
医
療
機
関
を
受
診

す
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
機

関
の
医
師
の
証
明
書
が
必
要
。）

②
一
般
不
妊
治
療
等
に
要
し
た
費
用

の
領
収
書

③
保
険
証

◎
支
払
方
法

　

指
定
の
口
座
に
振
り
込
み
（
申
請
書

に
振
込
先
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

不
妊
治
療
費
の
助
成

■問
子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
係（

内
線
１
２
３
２
）

■問
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部
浜
田
出
張
所

℡
０
８
５
５
（
２
２
）
１
３
３
４
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不
燃
物
処
理
場
の

休
日
開
場
日

◎
日
時　

２
月
23
日

（日）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午　
　

※
事
業
系
の
ご
み
は
持
ち
込
み
不

可
。一
般
家
庭
の
不
燃
ご
み
の
み

が
対
象
で
、
有
料
で
す
。必
ず
事
前

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■申
■問
島
の
星
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

℡
（
５
２
）５
３
２
１

介
護
給
付
費
通
知
書
を

送
付
し
ま
す

　

介
護
給
付
費
通
知
書
は
、
平
成

25
年
中
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
た
ひ
と
に
対
し
て
、
そ
の
利
用

し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
明
細
を

お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
か
ら
の
領
収
書

と
照
ら
し
合
わ
せ
て
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
通
知
書
は
２
月
下
旬
に

送
付
し
ま
す
。

■問
浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合

　

介
護
保
険
課

℡
０
８
５
５
（
２
５
）１
５
２
０

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
ア
ナ

ロ
グ
放
送
が
平
成
27
年
３

月
に
終
了

　

現
在
石
見
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン

で
は
、
国
か
ら
の
要
請
を
受
け
、

従
来
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
で
も
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
と
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ

ル
放
送
が
視
聴
可
能
で
す
が
、
平

成
27
年
３
月
か
ら
は
視
聴
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
３
月
以
降
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
放
送

を
視
聴
す
る
に
は
、
ア
ナ
ロ
グ
テ

レ
ビ
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
専
用

チ
ュ
ー
ナ
ー
（
Ｓ
Ｔ
Ｂ
）
を
取
り

付
け
る
か
、
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
に

買
い
換
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
劇
場
（
ア

ナ
ロ
グ
10
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
は
、
供

給
元
の
都
合
に
よ
り
、
３
月
末
に

放
送
を
終
了
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
劇
場
を
引
き

続
き
視
聴
す
る
に
は
、
Ｓ
Ｔ
Ｂ
を

取
り
付
け
る
こ
と
で
デ
ジ
タ
ル
放

送
に
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■問
石
見
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン

℡
０
８
５
５
（
２
３
）
４
８
８
３

　

総
務
課
情
報
統
計
室

（
内
線
１
２
７
１
・
１
２
７
２
）

無
料
法
律
相
談
所
の
開
設

　

相
続
・
契
約
・
金
銭
・
土
地
等

の
問
題
に
派
遣
弁
護
士
が
無
料
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。
主
催
は
江
津

地
区
労
働
者
福
祉
協
議
会
で
す
。

　

相
談
を
ご
希
望
の
ひ
と
は
、事

前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
日
時　

２
月
22
日

（土）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

◎
会
場　

中
国
労
働
金
庫
江
津
相

談
セ
ン
タ
ー
（
２
階
会
議
室
）

■申
■問
江
津
地
区
労
働
者

　
　

福
祉
協
議
会
事
務
局

℡
（
５
２
）２
２
２
１

相
続
税
・
贈
与
税

無
料
相
談
会

　

２
月
23
日
は
税
理
士
記
念
日
で

す
。
こ
の
日
に
中
国
税
理
士
会
浜

田
支
部
が
、相
続
税
・
贈
与
税
に

関
す
る
無
料
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
。

　

相
談
は
無
料
で
、ご
予
約
は
不

要
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◎
日
時　

２
月
23
日

（日）

　

①
午
前
10
時
～
正
午

　

②
午
後
１
時
～
３
時

◎
会
場　

じ
ば
さ
ん
セ
ン
タ
ー

■問
中
国
税
理
士
会
浜
田
支
部

℡
０
８
５
５
（
２
３
）７
５
７
５

気
軽
に
ご
相
談
を

２
月
の
断
酒
会

◎
江
津
保
健
セ
ン
タ
ー

　

６
日

（木）
・
13
日

（木）
・
27
日

（木）

◎
桜
江
保
健
セ
ン
タ
ー

　

20
日

（木）

◎
時
間　

午
後
７
時
～
９
時

■問
佐
々
井
勉
さ
ん

℡
０
９
０
（
８
７
１
５
）８
６
７
９

　

豊
田
康
弘
さ
ん

℡
０
８
０
（
１
９
０
４
）８
１
５
４

有　

料　

広　

告

く
ら
し
の
広
場

催　

し

募　

集

制
度
・
相
談

お
知
ら
せ

江津市役所
　℡（５２）２５０１

無
料
調
停
相
談

◎
相
談
内
容　

　

金
銭
、夫
婦
・
親
子
、そ
の
他
親

族
間
の
も
め
ご
と
▽
相
続
、
土
地

建
物
、交
通
事
故
等
の
争
い
ご
と

◎
日
時　

２
月
21
日

（金）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

◎
場
所　

じ
ば
さ
ん
セ
ン
タ
ー

◎
浜
田
裁
判
所
所
属
の
調
停
委
員

■問
島
根
県
調
停
協
会

　

浜
田
支
部
（
加
藤
）

℡
０
８
５
５
（
９
３
）０
２
２
８

２
月
の

補
聴
器
修
理
相
談
会

「
福
祉
事
務
所
分
室
」
会
場

（
選
管
事
務
局
隣
り
）

☆
３
日

（月）
〔
東
神
実
業
〕

　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

☆
４
日

（火）
〔
中
国
補
聴
器
〕

　
　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

☆
５
日

（水）
〔
深
野
時
計
店
〕

　
　

午
前
10
時
～
正
午

☆
26
日

（水）
〔
西
日
本
補
聴
器
〕

　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

「
江
津
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
和
室
」
会
場
（
桜
江
町
川
戸
）

☆
13
日

（木）
〔
深
野
時
計
店
〕

　
　

午
前
10
時
～
正
午

☆
24
日

（月）
〔
三
宅
時
計
店
〕

　
　

午
後
３
時
30
分
～
５
時

☆
26
日

（水）
〔
西
日
本
補
聴
器
〕

　
　

午
前
10
時
～
正
午

※
修
理
の
程
度
に
よ
り
費
用
が
か

か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■問
社
会
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
係

　
　
　
　
（
内
線
１
２
２
４
）

デ
イ
ジ
ー
編
集
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
講
習
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

◎
日
時　

３
月
13
日

（木）
～
15
日

（土）

　

午
前
10
時
～
正
午
（
全
３
回
）

◎
会
場　

い
わ
み
ー
る

　
　
　
　

４
階
視
聴
覚
研
修
室

◎
内
容　

音
声
デ
ー
タ
を
パ
ソ
コ

ン
に
取
り
込
ん
で
編
集
し
、視
覚

障
が
い
の
ひ
と
が
利
用
す
る
デ
イ

ジ
ー
図
書
の
製
作

◎
対
象
者　

パ
ソ
コ
ン
の
操
作
が

で
き
、受
講
後
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
活
動
で
き
る
ひ
と

◎
受
講
料　

無
料

◎
申
込
締
切　

３
月
11
日

（火）

■問
島
根
県
西
部
視
聴
覚
障
害
者
情

報
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
５
（
２
４
）９
３
３
４

FAX
０
８
５
５
（
２
４
）９
３
３
５

江
津
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

　

あ
な
た
の
豊
か
な
知
識
と
経
験

を
社
会
の
た
め
に
活
か
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

◎
業
務
内
容　

草
刈
り
、せ
ん
定

な
ど
臨
時
的
か
つ
短
期
的
ま
た
は

そ
の
他
軽
易
な
業
務

◎
入
会
条
件　

市
内
在
住
の
60
歳

以
上
の
健
康
で
、安
定
し
た
就
業
・

所
得
を
目
的
と
し
な
い
ひ
と

◎
入
会
説
明
会　

・
日
時　

２
月
20
日

（木）
午
後
1
時
30
分
～

・
場
所　

江
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
（
和
木
町
）

※
筆
記
用
具
を
持
参
く
だ
さ
い
。

☆
空
き
家
や
お
墓
の
掃
除
も
行
っ

て
い
ま
す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

■問
江
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
（
５
２
）１
６
１
６

ふ
く
し
の
職
場
就
職

準
備
研
修
の
参
加
者
募
集

　

福
祉
・
介
護
分
野
で
就
職
が
内

定
し
て
い
る
ひ
と
や
就
職
を
希
望

す
る
ひ
と
で
、資
格
を
お
持
ち
の

ひ
と
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

◎
研
修
の
日
程
お
よ
び
内
容

▽
Ａ
日
程　

マ
ナ
ー
講
習

　
　
　
　
　

３
月
11
日

（火）

▽
Ｂ
日
程　

介
護
技
術
講
習

　
　
　
　

３
月
13
日

（木）
～
14
日

（金）

※
参
加
条
件
等
、詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
会
場　

い
わ
み
ー
る

◎
受
講
料　

無
料

◎
申
込
締
切　

２
月
28
日

（金）

■申
■問
島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

石
見
分
室
（
島
根
県
社
会
福
祉
協

議
会
石
見
支
所
）

℡
０
８
５
５
（
２
４
）９
３
４
０

く
に
び
き
学
園
（
西
部
校
）

新
入
生
募
集

　

２
年
間
の
学
園
生
活
で
生
き
が

い
・
仲
間
づ
く
り
と
地
域
活
動
参

加
の
た
め
の
知
識
を
習
得
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

◎
出
願
対
象

・
島
根
県
内
在
住
の
平
成
26
年
４

月
１
日
現
在
で
満
60
歳
以
上
の
ひ

と
（
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、

満
58
歳
以
上
も
対
象
）

・
地
域
活
動
に
関
心
が
あ
り
、卒
業

後
に
参
加
す
る
意
欲
の
あ
る
ひ
と

◎
会
場　

い
わ
み
ー
る
（
浜
田
市
）

◎
授
業
料
等　

入
学
金
１
万
円
、

授
業
料
年
額
１
万
８
千
円
、
そ
の

他
資
料
代
・
教
材
費
別
途

◎
修
学
期
間　

２
年
間
（
４
月
か

ら
平
成
28
年
３
月
ま
で
）

◎
内
容　

総
合
講
座
と
専
門
講
座

（
社
会
文
化
・
園
芸
・
陶
芸
・
健
康

福
祉
の
４
科
か
ら
選
択
）

◎
募
集
要
項
・
願
書　

市
町
村
社

会
福
祉
協
議
会
ま
た
は
学
園
事
務

局
等
で
配
布
し
ま
す
。

◎
申
込
締
切　

２
月
28
日

（金）

■問
く
に
び
き
学
園
西
部
校
（
島
根

県
社
会
福
祉
協
議
会
石
見
支
所
内
）

℡
０
８
５
５
（
２
４
）９
３
３
６

有　

料　

広　

告

お
知
ら
せ

制
度
・
相
談

募　

集

く
ら
し
の
広
場

催　

し
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島
根
県
障
が
い
者
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
競
技
会

参
加
者
募
集

◎
月
日　

３
月
９
日

（日）

◎
会
場

　

出
雲
市
平
成
ス
ポ
ー
ツ
公
園

◎
参
加
者　

県
内
在
住
の
全
て
の

障
が
い
者

◎
参
加
費　

市
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

協
会
が
負
担

◎
弁
当
代　

７
０
０
円

◎
手
話
、要
約
筆
記
の
派
遣
・
送

迎
バ
ス
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◎
申
込
締
切　

２
月
５
日

（水）

■申
■問
島
根
整
肢
学
園
（
平
野
）

　

℡
（
５
２
）２
４
４
２

　

FAX
（
５
２
）０
３
４
４

協
会
事
務
局
（
梶
川
）

℡
・
FAX

０
５
０
（
７
５
５
９
）０
７
３
２

携
帯
０
８
０
（
１
９
２
２
）９
６
９
３

ワ
ー
ク
江
津
事
業
所
（
藤
井
）

　

℡
（
５
２
）２
８
０
６

　

FAX
（
５
２
）２
８
０
７

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

講
演
会

　　

中
・
高
校
生
を
対
象
に「
い
の
ち

を
い
た
だ
い
て　

つ
な
ぐ
こ
と
」

を
テ
ー
マ
に
生
き
続
け
る
こ
と
の

大
切
さ
を
学
び
ま
す
。一
般
の
ひ

と
の
入
場
も
可
能
で
す
。

◎
日
時　

２
月
12
日

（水）

　
　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

◎
場
所　

総
合
市
民
セ
ン
タ
ー

◎
講
師　

内
田
産
婦
人
科
医
院

　
　
　
　

内
田　

美
智
子　

先
生

◎
入
場
料　

無
料

■問
社
会
福
祉
課
地
域
福
祉
係

（
内
線
１
２
２
１
）

地
域
資
源
を
活
か
し
た

観
光
ま
ち
づ
く
り
講
演
会

　

大
分
県
北
部
の
広
域
観
光
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
豊
の
国
千
年
ロ
マ
ン

観
光
圏
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
デ
ザ

イ
ナ
ー
で
あ
る
坂
田
守
史
氏
を
招

き
、
取
り
組
み
の
事
例
紹
介
や
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

【
講
演
会
】

◎
日
時　

２
月
７
日

（金）　

　
　
　
　

午
後
３
時
～
４
時
30
分

◎
会
場

　

風
の
え
ん
が
わ
（
後
地
町
）

◎
演
題　

地
域
資
源
を
活
か
し
た

観
光
ま
ち
づ
く
り
～
大
分
県
北
部

地
域
の
広
域
観
光
を
事
例
に
～

◎
講
師　

㈱
デ
ザ
イ
ン
ス
タ
ジ
オ
・
ビ
ネ
ン

　

デ
ィ
レ
ク
タ
ー　

坂
田 

守
史
氏

【
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
】

◎
日
時　

（
１
日
目
）２
月
７
日

（金）　

　
　
　
　

午
後
７
時
～
９
時

有　

料　

広　

告

・
テ
ー
マ　
「
わ
た
し
」
が
で
き
る

こ
と
か
ら
始
め
る
プ
ラ
ン
づ
く
り

（
２
日
目
）２
月
８
日

（土）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

・
テ
ー
マ　
「
わ
た
し
」
と
「
あ
な

た
」が
よ
ろ
こ
ぶ
プ
ラ
ン
磨
き

◎
会
場　

風
の
え
ん
が
わ

◎
定
員　

20
人

◎
申
込
締
切　

２
月
５
日

（水）

※
先
着
順

■問
風
の
え
ん
が
わ

℡
（
５
７
）０
５
２
２

冬
は
い
ら
な
い
夏
よ
来
い
！

江
津
の
磯
は

お
も
し
ろ
い
展 

　

冬
は
若
い
者
で
も
調
子
が
悪
く

な
る
季
節
な
の
で
、
気
持
ち
だ
け

で
も
暑
く
な
っ
て
元
気
を
出
し
て

い
た
だ
き
た
い
展
示
で
す
。去
年

の
夏
に
江
津
の
岩
石
海
岸
（
磯
）

を
踏
査
し
た
お
り
に
撮
影
し
た
地

学
的
な
写
真
を
ズ
ラ
リ
展
示
し
ま

す
。

　

ま
た
、
桜
江
町
坂
本
の
水
の
国

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
は
、
移
動
展
と

し
て
「
江
津
の
自
然
史
月
替
わ
り

ミ
ニ
展
」を
し
て
い
ま
す
。

　

ど
ち
ら
の
展
示
も
郷
土
の
自
然

に
焦
点
を
当
て
た
テ
ー
マ
展
示
で

す
。

◎
日
時　

２
月
９
日
～
４
月
６
日

ま
で
の
毎
週
日
曜
日

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時 

◎
場
所　

小
さ
な
自
然
館 

■問
小
さ
な
自
然
館

℡
（
９
３
）０
７
９
５

第
３
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ｉ
ｎ
二
宮 

開
催
！ 

　

地
域
で
活
動
さ
れ
る
女
性
の
会

を
中
心
に
、第
３
回
「
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
ｉ
ｎ
二
宮
」を
開
催
い
た
し
ま

す
。 

　

こ
の
機
会
に
い
ろ
い
ろ
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。 

◎
日
時　

２
月
15
日

（土）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　

※
今
年
は
１
日
開
催
で
す
。　

◎
場
所　

二
宮
交
流
館

◎
内
容

①
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

　

樹
脂
粘
土
の
小
物
作
り
▽
二
宮

女
性
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
指
導
に

よ
る
エ
コ
工
作
▽
布
小
物
、編

み
物
体
験
▽
韓
国
衣
装
チ
マ
チ

ョ
ゴ
リ
を
着
て
写
真
撮
影
▽
折

り
紙
な
ど
の
体
験　

な
ど

　

※
参
加
料
・
材
料
費
が
必
要 

②
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

 

10
ブ
ー
ス
（
２
ｍ
×
２
ｍ
） 

　

※
出
店
料
５
０
０
円
か
か
り
ま

　

す
。
出
店
者
募
集
中
で
す
。

③
フ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー 

◎
参
加
申
込
の
締
切　

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ    

２
月
７
日

（金）

・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

 　
　

２
月
10
日

（月）

■申
■問
二
宮
公
民
館

℡
（
５
３
）１
６
６
５

催　

し

く
ら
し
の
広
場

募　

集

制
度
・
相
談

お
知
ら
せ

有　

料　

広　

告

水
の
国
ふ
れ
あ
い
寄
席

桂
春
団
治
の
孫
弟
子 

桂
福
丸 

独
演
会

　

水
の
国
に
て
、
テ
レ
ビ
東
京
系

番
組「
ソ
ロ
モ
ン
流
」出
演
で
今
話

題
の
京
大
卒
の
上
方
落
語
家
、
桂

福
丸
氏
の
独
演
会
を
行
い
ま
す
。 

◎
場
所　

水
の
国 

◎
日
時　

３
月
16
日

（日）

　
　
　
　

午
後
２
時
開
演 

◎
チ
ケ
ッ
ト
料
金　

　

大
人
１
０
０
０
円
▽
小
人

５
０
０
円
（
中
学
生
以
下
） 

◎
プ
レ
イ
ガ
イ
ド　
　

　

水
の
国
▽
今
井
美
術
館
▽
総
合

市
民
セ
ン
タ
ー 

■問
水
の
国 

℡
０
８
５
５
（
９
３
）０
０
７
７

市
民
ス
キ
ー
教
室
開
催

　

江
津
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
員
が
初
心

者
や
初
級
者
の
皆
さ
ん
の
指
導
を

行
い
ま
す
。お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

◎
開
催
日　

２
月
９
日

（日）

◎
場
所

　

大
佐
ま
た
は
、
ア
サ
ヒ
テ
ン
グ

ス
ト
ン
（
積
雪
状
況
に
よ
る
）

◎
集
合　

グ
リ
ー
ン
モ
ー
ル

　
　
　
　

屋
上
駐
車
場
午
前
８
時

◎
参
加
料　

　

大
人
（
中
学
生
以
上
）

　
　
　

３
５
０
０
円

　

子
供
３
０
０
０
円

※
他
に
保
険
料
２
０
０
円
、
リ
フ

ト
代
、昼
食
必
要
。

■申
■問
カ
ー
ツ
ス
ポ
ー
ツ
（
グ
リ
ー

ン
モ
ー
ル
内
）℡

（
５
４
）０
３
３
１

就
業
相
談
会
（
移
動
ナ
ー

ス
バ
ン
ク
）開
催

◎
内
容　

求
人
・
求
職
相
談
、看
護

情
報
の
提
供
な
ど

◎
日
時　

２
月
19
日

（水）

　
　
　
　

午
後
1
時
～
4
時

※
毎
月
第
３
水
曜
日
開
催

◎
場
所　

済
生
会
江
津
総
合
病
院

◎
担
当
者　

高
橋
百
合
子
さ
ん

■問
島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
２
（
２
７
）８
５
１
０

石
見
海
浜
公
園

親
子
も
ち
つ
き
大
会

　

一
緒
に
も
ち
つ
き
し
て
み
ま
せ

ん
か
？
で
き
た
お
も
ち
は
お
持
ち

帰
り
で
き
ま
す
。

◎
日
時　

２
月
16
日

（日）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

◎
場
所　

　

石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー

◎
定
員　

親
子
20
組
（
40
人
程
度
）

　
　
　
　

先
着
順　

要
申
込

◎
参
加
費　

親
子
１
組
５
０
０
円

◎
持
参
物　

エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル

■問
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
５
（
２
８
）２
２
３
１

介
護
者
教
室

「
高
齢
者
の
便
秘
を
ど
う

考
え
る
か
」

◎
日
時　

２
月
15
日

（土）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

◎
場
所　

白
寿
園
中
央
ホ
ー
ル

◎
内
容　
「
高
齢
者
の
便
秘
を
ど

う
考
え
る
か
～
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ

た
排
泄
管
理
～
」

◎
講
師　

済
生
会
江
津
総
合
病
院

内
科
医
長
・
門
脇
秀
和
氏

◎
参
加
無
料

◎
申
込
締
切　

１
月
31
日

（金）

■申
■問
白
寿
園
在
宅
介
護

　
　

支
援
セ
ン
タ
ー

℡
（
５
２
）０
０
７
０

済
生
会
な
で
し
こ
プ
ラ
ン

健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
健
康
相

談
・
介
護
相
談
な
ど

　

ぜ
ひ
一
度
、
自
分
の
体
の
こ
と

を
知
っ
て
、
学
ん
で
、
活
か
し
て
、

生
涯
現
役
（
在
宅
で
暮
ら
す
）
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
。

◎
日
時　

２
月
20
日

（木）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

◎
場
所　

グ
リ
ー
ン
モ
ー
ル
１
階

◎
内
容

　

多
職
種
（
看
護
・
介
護
・
リ
ハ

ビ
リ
・
栄
養
・
相
談
）に
よ
る
健
康

相
談
▽
介
護
相
談
な
ど

※
各
機
器
に
よ
る
測
定
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

（
骨
密
度
・
も
の
忘
れ
プ
ロ
グ
ラ
ム

な
ど
）

■問
高
砂
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
総
務
課　

　

℡
（
５
２
）５
１
０
０

青
少
年
育
成
関
係
者
総
合
研
修
会

「
子
ど
も
た
ち
の
安
全
と

安
心
を
考
え
る
」

　

青
少
年
育
成
島
根
県
民
会
議
・

島
根
県
青
少
年
育
成
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
連
絡
協
議
会
が
毎
年
県
内
各
市

町
で
実
施
す
る
青
少
年
育
成
関
係

者
の
た
め
の
研
修
会
が
、
今
年
は

江
津
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

◎
日
時　

２
月
22
日

（土）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

◎
場
所　

じ
ば
さ
ん
セ
ン
タ
ー

◎
テ
ー
マ　
「
子
ど
も
た
ち
の
安

全
と
安
心
に
つ
い
て
」

◎
講
師　

ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
島

根　

井
上
信
之
氏
▽
浜
田
Ｃ
Ａ
Ｐ

　

大
西
佐
和
子
氏

◎
参
加
費　

無
料
（
託
児
あ
り
）

◎
申
込
締
切　

２
月
14
日

（金）

■申
■問
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

（
内
線
１
５
４
２
）

お
知
ら
せ

制
度
・
相
談

募　

集

く
ら
し
の
広
場

催　

し

市 ・ 県民税 （４期）の納付はお済みですか？
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有　

料　

広　

告

催　

し

く
ら
し
の
広
場

募　

集

制
度
・
相
談

お
知
ら
せ

有　

料　

広　

告

くらしの広場
２月の無料相談

人権相談（登記相談含む）

江津会場
17 日 ( 月 )9：00 ～ 12：00
市役所３階　第２会議室
行政相談

江津会場
17 日 ( 月 )9：00 ～ 12：00
市役所１階　市民相談室

桜江会場
19 日 ( 水 )9：00 ～ 12：00
コミュニティセンター和室
消費生活相談

日時 18 日 ( 火 )9：00 ～ 12：00
場所 市役所１階　市民相談室

交通事故相談

日時 毎週水曜日（祝休日を除く）
場所 浜田合同庁舎１階

備考 要予約　℡ 0855(29)5563
島根県交通事故相談所浜田相談室

こころの健康相談

日時 12日（水）14：00～ 16：00
場所 市役所３階　第２会議室

備考 要予約　℡0855(29)5550
浜田保健所

サポステ浜田　就労相談

日時 ７日（金）11：00～ 16：00
場所 人権啓発センター

備考
※要予約　℡0855(22)6830
（しまね西部若者サポートステーション）

ふれあい福祉センター総合相談所

法律相談
（弁護士）

13日 (木 )13：00～15：00
市社会福祉協議会

一般相談
（司法書士）
桜江会場

18日 (火 )13：30～15：45

コミュニティセンター研修室

一般相談
（司法書士）
江津会場

28日 (金 )9：00～12：00

市社会福祉協議会

福祉相談
（担当職員）

(月 )～ (金 )通年
※祝日・年末年始は除く

市社会福祉協議会
備考 予約・問合　℡ (52)6710

浜
田
養
護
学
校
高
等
部

展
示
・
販
売
会

は
ま
よ
う　

た
ま
も
市

　

販
売
活
動
を
通
し
て
生
徒
の
働

く
意
欲
を
育
て
る
と
と
も
に
、
日

ご
ろ
の
学
習
の
成
果
を
ひ
ろ
く
地

域
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
に
、展
示
・
販
売
会
を
開

催
し
ま
す
。

◎
日
時　

２
月
19
日

（水）
、20
日

（木）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

◎
場
所　

　

ゆ
め
タ
ウ
ン
浜
田 

催
事
場

◎
内
容　

作
業
学
習
製
品
の
展
示

販
売
▽
各
作
業
班
の
紹
介
パ
ネ
ル

展
示

■問
浜
田
養
護
学
校
（
松
崎
・
野
津
）

℡
０
８
５
５
（
２
８
）２
２
０
０

ア
ク
ア
ス
探
検
隊
！

２
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

☆
み
ん
な
の
知
ら
な
い

　

ア
ク
ア
ス
ツ
ア
ー

　

飼
育
係
の
仕
事
現
場
を
ス
タ
ッ

フ
が
解
説
し
な
が
ら
ご
案
内
し
ま

す
。

◎
期
間　

　

２
月
23
日

（日）
ま
で
の
土
日
祝
日

◎
時
間　

①
午
前
11
時
～

　
　
　
　

②
午
後
１
時
30
分
～　

◎
対
象　

ど
な
た
で
も

◎
場
所　

ア
ク
ア
ス
館
内　
　
　

◎
定
員　

毎
回
先
着
15
人

◎
参
加
費　

　

入
館
料
に
含
む

◎
申
込
方
法　

１
階
総
合
案
内
所

に
て
当
日
受
付
（
前
日
ま
で
の
予

約
は
で
き
ま
せ
ん
）

☆
ア
ク
ア
ス
体
験
ス
ク
ー
ル

日
曜
講
座

「
ビ
ー
ズ
で
作
ろ
う
チ
ン
ア
ナ
ゴ
」

　

ビ
ー
ズ
を
使
っ
て
、
大
人
気
の

チ
ン
ア
ナ
ゴ
を
作
っ
て
み
よ
う
！

◎
日
時　

２
月
16
日

（日）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

◎
対
象　

ど
な
た
で
も　

◎
定
員　

30
人

　
（
参
加
無
料
・
要
事
前
申
込
）

◎
場
所　

１
階
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

海
の
生
き
物
教
室

「
ち
り
め
ん
モ
ン
ス
タ
ー
を
さ
が

そ
う
」

　

ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
の
中
に
入
っ

て
い
る
、
い
ろ
ん
な
生
き
物
を
さ

が
し
て
み
よ
う
！

◎
日
時　

２
月
23
日

（日）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

◎
対
象　

ど
な
た
で
も

◎
定
員　

30
人

　
（
参
加
無
料
・
要
事
前
申
込
）

◎
場
所　

１
階
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

※
申
し
込
み
は
電
話
（
０
８
５
５

-

２
８-

３
６
１
４
）
ま
た
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.aquas.
or.jp 

の
申
込
ペ
ー
ジ
か
ら

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

■問
し
ま
ね
海
洋
館
学
習
交
流
係

℡
０
８
５
５
（
２
８
）
３
６
１
４

住所

都道
府県

市区
郡

ご氏名 電話

（　　　　　　）　　　　－

※
点
線
に
沿
っ
て
切
り
取
り
、官
製
は
が
き
の
裏
面
に
張
り
つ
け
る
か
、

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
に
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
メ
ー
ル
で
の
お
便
り
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
（
様
式
の
内
容
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
）。

（
送
付
先
）

　

〒
６
９
５-

８
５
０
１　

江
津
市
江
津
町
１
５
２
５

　

江
津
市
政
策
企
画
課
「
か
わ
ら
ば
ん
」編
集
部
あ
て

　

FAX
（
５
２
）１
３
８
０

　

m
ail

：seisakukikakuka@
city.gotsu.lg.jp

（質問）今月号で一番よかったと思う記事は何ですか？

プレゼント応募締切は２月 14 日です

抽選でプレゼント／お便り、お待ちしています！ 応募締切　２月 14 日（金）

　江津市では、「かわらばん」のご感想や市政に対するメッセージなど、読者の皆様からのお便りをお
待ちしています。

■お便り先　　　〒 695-8501　島根県江津市江津町 1525　江津市政策企画課「かわらばん」編集部
■お便り方法　　上の様式をご利用の上、官製はがきに張りつけて郵送、ファクシミリまたはメールにてお送りくだ
　　　　　　　さい。上の様式の全てをご記入ください。ご記入がない場合は、プレゼント抽選の対象外となります
　　　　　　　ので、ご注意ください。
■お便りの紹介　お便りは、個人を特定できる情報を削除し、要約して広報紙で紹介させていただく場合があります。
※プレゼント当選者は抽選のうえ決定し、その発表は発送・直接のお届けをもってかえさせていただきます。

※個人情報の取り扱い
　ご記入いただきました個人情報は、広報紙で
のお便りの紹介、プレゼントの発送並びに統計
資料作成以外の目的では使用いたしません。
　お便りを広報紙で紹介させていただく際、ま
た統計資料作成の際には、個人を特定できる情
報を削除した上で活用させていただきます。

読者プレゼント／波積産は
・ ・

で干し米（５ｋｇ）

抽選で１名様にプレゼントします

広報紙を読んだご感想や市政に対するメッセージなどをお書きください。
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江津市国際交流員

夏
シ ャ

　瑞
ル イ

紅
ホ ン

日本イロハ感想記小
シャオ

夏
シャ

の

～
午
年
に
馬
を
語
る
～

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。年
末
年
始
に
中
国

に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。家
族
と
一
緒
に
楽
し

く
過
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。中
国
も
正
月

を
祝
う
習
慣
や
干
支
で
年
を
表
す
習
慣
が
あ

り
ま
す
が
、
ど
ち
ら
も
旧
暦
に
沿
っ
て
行
わ

れ
る
の
で
、
時
期
は
日
本
よ
り
１
ヵ
月
程
遅

れ
ま
す
。そ
の
た
め
、
１
月
末
の
現
在
か
ら
、

日
本
と
同
じ「
午
年
」を
迎
え
る
の
で
す
。

　
「
午
年
」
に
当
た
っ
て
、
少
し
馬
の
話
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
が
、
日
本
の
馬
文
化
と
い

え
ば
真
っ
先
に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
絵
馬
で

す
。ど
こ
の
神
社
へ
行
っ
て
も
、
奉
納
さ
れ
て

い
る
風
景
が
見
ら
れ
ま
す
。こ
う
し
た
願
い

事
を
書
い
た
板
が
な
ぜ「
絵
馬
」と
呼
ば
れ
る

の
か
、調
べ
て
み
る
と
、神
様
の
乗
り
物
と
し

て
本
物
の
馬
が
奉
納
さ
れ
て
い
た
の
が
起
源

だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

中
国
に
絵
馬
で
祈
願
す
る
風
習
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
馬
が
人
々
に
大
事
に
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
日
本
と
同
じ
で
す
。こ
れ
は
馬
が
古

く
か
ら
交
通
手
段
や
運
搬
具
と
し
て
、
人
々

の
生
活
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
か
ら

で
す
。例
を
挙
げ
て
み
る
と
、
中
国
の
歴
史
に

「
茶ち
ゃ
ば馬
古こ

道ど
う

」
と
い
う
１
３
０
０
年
続
い
た
重

要
な
貿
易
路
が
あ
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、
中
国

南
西
部
の
雲
南
省
や
四
川
省
か
ら
出
発
し
、

お
茶
な
ど
を
運
ん
で
チ
ベ
ッ
ト
、
ネ
パ
ー
ル
、

イ
ン
ド
な
ど
へ
貿
易
に
出
か
け
る
ル
ー
ト
で

す
が
、
主
な
交
通
手
段
は
馬
で
し
た
。馬
が
生

活
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
か
ら

か
、中
国
の
一
部
の
地
方
で
は
、先
祖
を
祭
る

時
に
、
紙
で
作
ら
れ
た
馬
を
燃
や
し
て
供
養

す
る
風
習
も
あ
り
ま
す
。日
本
も
盆
に
、
ナ
ス

や
キ
ュ
ウ
リ
に
箸
を
挿
し
て
仏
壇
に
お
供
え

す
る
精
霊
馬
が
あ
る
ら
し
い
で
す
ね
。

　

中
国
に
は「
馬ば

到と
う

成せ
い
こ
う功
」と
い
う
四
字
熟
語

も
あ
り
ま
す
。「
馬
は
事
業
の
成
功
を
も
た

ら
す
」が
本
義
で
、
今
は「
着
手
す
れ
ば
た
ち

ど
こ
ろ
に
成
功
す
る
」
の
意
味
で
使
わ
れ
て

い
ま
す
。新
年
な
ど
の
時
に
、
祝
福
の
言
葉
と

し
て
よ
く
交
わ
さ
れ
ま
す
。今
年
は
ち
ょ
う

ど
午
年
な
の
で
、
私
も
こ
の
言
葉
を
お
借
り

し
て
、
皆
さ
ん
が
色
々
な
舞
台
で
成
功
す
る

こ
と
を
心
か
ら
祝
福
し
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利
で
お
得
で
す

年金だより
保険年金課医療年金係

（内線１１１６・１１１７）

　

国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者
で
あ
る
ひ
と
は
国
民
年
金
保
険

料
を
ご
自
身
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
一
カ
月
１
万
５
０
４
０
円
（
平
成
25
年

度
額
）で
、日
本
年
金
機
構
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
納
付
書
に
よ
っ

て
、現
金
で
納
め
て
い
た
だ
く
ほ
か
、ご
自
身
や
ご
家
族
の
口
座

か
ら
引
き
落
と
し
が
で
き
る
口
座
振
替
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

口
座
振
替
に
は
、翌
月
引
き
落
と
し
の
ほ
か
に
、次
の
よ
う
な

お
得
な
納
め
方
が
あ
り
ま
す
。

●
早
く
納
め
て
お
得
【
口
座
振
替
早
割
納
付
】

　

納
付
期
限
よ
り
一
カ
月
早
く
口
座
振
替
を
す
る
と
月
々
50
円

の
割
引
が
あ
り
ま
す
。

●
ま
と
め
て
口
座
振
替
納
付
で
お
得
【
口
座
振
替
前
納
】

　

１
年
分
（
ま
た
は
６
カ
月
分
）を
口
座
振
替
で
前
納
す
る
と
、

月
々
現
金
で
納
め
た
と
き
に
比
べ
る
と
３
７
８
０
円
（
６
月
分

は
年
間
で
２
０
６
０
円
）の
お
得
で
す
。

●
２
年
分
口
座
振
替
前
納
が
新
設
さ
れ
、さ
ら
に
お
得

　

平
成
26
年
4
月
か
ら
２
年
分
の
保
険
料
を
口
座
振
替
で
ま
と

め
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

２
年
間
で
１
万
４
０
０
０
円
程
度
の
割
引
に
な
り
ま
す
。

※
割
引
額
は
平
成
25
年
度
保
険
料
額
に
よ
り
算
出
さ
れ
た
も
の

で
す
。

※
２
月
末
日
が
申
込
期
限
と
な
る
手
続
き
が
あ
り
ま
す
の
で
、詳

し
い
こ
と
は
浜
田
年
金
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
浜
田
年
金
事
務
所　

℡
０
８
５
５
（
２
２
）０
６
７
２

江津市図書館　 52-0551 桜  江  分  館　 92-0300

Welcome to Library 　図書館においでよ！

今
月
の
新
着
図
書
～
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
～

『
ひ
と
つ
の
ね
が
い
』（
は
ま
だ
ひ
ろ
す
け
）

『
だ
か
ら
荒
野
』（
桐き
り

野の

夏な
つ

生お

）

『
と
っ
ぴ
ん
ぱ
ら
り
の
風
太
郎
』（
万ま

き

め
城
目
学ま

な
ぶ）

『
捨
て
る
女
』（
内う
ち
ざ
わ澤

旬じ
ゅ
ん
こ子

）

『
生
き
る
た
め
に
つ
な
が
る
』(

石い
し
な
べ鍋

仁ひ
と

美み)

『
盆
栽
え
ほ
ん
』（
大お

お

野の

八や
よ
い生

）

『
ピ
エ
ロ
の
あ
か
い
は
な
』(

な
つ
め
よ
し
か
ず)

【休館日】　毎週火曜日（4 日、11 日、18 日、25 日）
【月末休館日】28 日（金）
※休館中や早朝、夜間の返却には、返却ポストをご利用ください。必ず、備え
付けの用紙にお名前等をご記入ください。大型絵本、CD、DVD、紙芝居の
返却はカウンターでお願いします。

「
普
通
の
を
つ
く
れ
ば
い
い
ん
だ
よ
」

　
　

～
ま
ず
「
守
」を
大
切
に
～

図書館サポーター募集！
本の装備（貸出券の取付作業等）、新聞記事のスクラップなどをしてい
ただける方（図書館サポーター）を募集しています。
詳しくは図書館窓口まで。

　　２月のとしょかんクラブ「おめんであそぼう」
　　　◎日時　２月 16 日（日）午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分ごろ
　　　◎場所　図書館２階 郷田公民館集会室（申込不要）

　

バ
イ
オ
リ
ン
製
作
者
の
松
上
一
平
さ
ん
は
、弦
楽
器
製
作

国
際
コ
ン
ク
ー
ル
（
30
歳
以
下
）で
最
高
点
を
獲
得
し
ま
し

た
。
彼
は
日
ご
ろ
か
ら
恩
師
に
『
普
通
の
バ
イ
オ
リ
ン
を
作

れ
ば
い
い
ん
だ
よ
』と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、こ

の
言
葉
は
製
作
す
る
上
で
の
基
本
で
あ
り
、目
標
で
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
ん
な
彼
が
、バ
イ
オ
リ
ン
製
作
と
出
会
っ
た
の
は
、バ
イ

オ
リ
ン
教
室
の
先
生
に
連
れ
ら
れ
て
工
房
を
訪
れ
た
こ
と
が

始
ま
り
で
し
た
。
そ
こ
で
、繊
細
な
構
造
や
ニ
ス
塗
り
前
の

白
木
の
楽
器
の
美
し
さ
に
引
か
れ
た
の
で
す
。
高
校
を
卒
業

し
て
専
門
学
校
の
バ
イ
オ
リ
ン
製
作
科
に
進
み
、卒
業
後
、以

前
訪
れ
た
そ
の
工
房
に
弟
子
入
り
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
回
、「
普
通
」を
目
指
し
て
16
世
紀
の
名
器
を
ヒ

ン
ト
に
作
っ
た
ビ
オ
ラ
で
最
高
点
を
獲
得
し
た
の
で
す
。
松

上
さ
ん
は
、『
今
は
ま
だ
、「
普
通
」の
答
え
は
出
て
い
な
い
。

受
賞
は
嬉
し
い
が
、も
っ
と
上
を
目
指
し
な
さ
い
と
い
う
メ

ッ
セ
ー
ジ
と
捉
え
て
い
る
』と
言
い
、自
宅
に
工
房
を
つ
く
り

弦
楽
器
製
作
に
励
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、頭
に
浮
か
ん
だ
言
葉
が
『
守
（
し
ゅ
）・

破
（
は
）・
離
（
り
）』で
し
た
。
こ
の
「
守
破
離
」は
、千
利

休
の
茶
道
の
心
得
を
読
ん
だ
短
歌
『
規
矩
（
き
く
）作
法
守

り
尽
く
し
て
破
る
と
も
離
る
る
と
て
も
本
ぞ
忘
る
な
』が
起

源
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

松
上
さ
ん
は
、恩
師
の
教
え
や
技
な
ど
を
忠
実
に
守
り
、そ

れ
を
し
っ
か
り
と
身
に
つ
け
、更
に
名
器
の
特
長
を
き
ち
っ

と
把
握
し
て
模
し
た
こ
と
、す
な
わ
ち
「
守
」が
き
ち
ん
と
で

き
て
い
た
か
ら
今
回
の
よ
う
な
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
守
破
離
」の
「
守
」の
精
神
は
、物
事
の
基
本
や
作
法
・
礼

法
・
技
法
を
身
に
つ
け
る
こ
と
、あ
る
い
は
、そ
の
「
学
び
」

の
段
階
を
い
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
守
破
離
」は
、茶
道
や
武

道
、も
の
づ
く
り
に
か
か
わ
る
人
だ
け
で
な
く
、私
達
の
仕
事

や
生
き
方
に
も
か
か
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
味
わ

っ
て
み
る
価
値
が
あ
り
そ
う
で
す
。
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編
集
部
だ
よ
り

年
末
ま
で
の
寒
さ
が
う
そ
の
よ

う
に
穏
や
か
な
天
気
が
続
い
た

今
年
の
お
正
月
。
例
年
は
小
雪

が
舞
う
こ
と
の
多
い
成
人
式
当

日
も
、青
空
が
広
が
っ
て
い
ま
し

た
▽
大
人
の
仲
間
入
り
と
い
う

節
目
の
時
を
迎
え
た
新
成
人
た

ち
の
表
情
は
、当
日
の
空
と
同
じ

よ
う
に
晴
れ
や
か
。
式
の
振
る

舞
い
に
も
、大
人
と
し
て
の
自
覚

が
出
て
い
ま
し
た
▽
新
成
人
と

し
て
の
決
意
が
よ
く
分
か
る
の

は
、代
表
答
辞
で
す
。
今
回
は
初

め
て
ほ
ぼ
全
文
を
紙
面
に
掲
載

し
ま
し
た
。
災
害
の
体
験
や
故

郷
へ
の
想
い
が
詰
ま
っ
た
素
晴

ら
し
い
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
お
読
み
く
だ
さ
い
▽
私
も

答
辞
を
聞
い
て
「
新
成
人
か
ら

見
て
恥
ず
か
し
く
な
い
大
人
に

な
ら
ね
ば
」と
思
い
ま
し
た
。
た

だ
、毎
年
そ
う
思
い
つ
つ
、恥
ず

か
し
い
大
人
の
ま
ま
な
の
で
す

が
…
（
壱
岐
）

ごうつ防災メール
登録用バーコード

E
-m

ail：
seisak

uk
ik

ak
uk

a@
city.gotsu.lg.jp　

 
ﾎ
ｰ
ﾑ
ﾍ
ﾟｰ

ｼ
ﾞ：

http:/
/
w

w
w

.city.gotsu.ｌｇ
.jp/

　

この広報紙は地球に優しい、石油をあまり使用しない

植物油インクを使用しています
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蔵出し写真館

１９６８

　雪景色（昭和43年）　

Nostalgic
Photo
Gallery

　

昭
和
43
年
の
冬
、江
津
市
内
が
一

面
雪
に
覆
わ
れ
た
と
き
の
写
真
で

す
。
屋
根
も
道
路
も
真
っ
白
で
す
。

橋
を
渡
る
ト
ラ
ッ
ク
も
恐
る
恐
る

走
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
ト
ラ
ッ
ク
の
向
こ
う
側
に
は
、

会
話
す
る
２
人
が
。「
今
日
は
寒
い

ね
」な
ど
と
話
し
て
い
た
の
で
し
ょ

う
か
。
最
近
は
、沿
岸
部
で
雪
が
積

も
る
の
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

写
真
は
、市
役
所
か
ら
現
在
の
シ

ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
ゾ
ー
ン
の
方
向
を

撮
影
し
た
も
の
。
総
合
市
民
セ
ン
タ

ー
や
済
生
会
病
院
が
建
っ
て
い
る
と

こ
ろ
に
は
、工
場
群
が
並
ん
で
い
ま

し
た
。
高
く
そ
び
え
る
２
本
の
煙
突

が
往
時
の
「
工
都
江
津
」を
物
語
る

か
の
よ
う
で
す
。
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